
帝
国
植
民
省
と
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
侵
入
事
件

市
　
川
　
承
　
八
　
郎

【
要
約
】
　
一
八
九
五
年
一
二
月
末
の
ジ
ニ
イ
ム
ソ
ン
侵
入
事
件
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
が
ア
フ
リ
カ
南
部
の
内
陸
高
地
草
原
に
最
終
的
に
樹
立
さ
れ
る

道
程
に
お
き
た
陰
謀
慕
件
で
あ
る
。
こ
の
陰
謀
は
、
金
山
二
大
会
社
の
直
接
関
係
者
を
首
謀
者
と
し
て
立
案
さ
れ
た
う
え
に
、
覆
面
し
た
帝
国
植
民
省
に

よ
っ
て
遮
蔽
さ
れ
た
背
後
か
ら
、
不
可
欠
の
便
宜
と
強
硬
な
指
示
と
を
与
え
ら
れ
て
す
す
め
ら
れ
た
、
蜂
起
と
侵
入
と
干
渉
の
共
謀
で
あ
っ
て
、
そ
れ
じ

し
ん
は
失
敗
に
お
わ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
年
後
の
南
ア
フ
リ
カ
戦
争
の
前
奏
曲
と
し
て
想
起
さ
れ
る
。
本
稿
は
、
も
っ
ぱ
ら
帝
国
植
民
省
に
よ
る

共
謀
へ
の
関
与
と
介
入
、
な
ら
び
に
事
後
に
お
け
る
そ
の
隠
蔽
工
作
に
課
題
を
集
中
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
吏
林
五
四
巻
一
号
　
【
九
七
一
年
一
月

二帝国植民省とジェイムソソ侵入事件（市川）

は
　
じ
　
め
　
に

　
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ソ
侵
入
事
件
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
政
府
が
ア
フ
リ
カ

南
部
の
内
陸
高
地
草
原
に
最
終
的
に
帝
国
主
義
を
樹
立
す
る
過
程
に

起
き
た
陰
謀
事
件
で
あ
る
。
一
八
九
五
年
＝
一
月
二
九
臼
の
深
夜
、

セ
シ
ル
・
ロ
ー
ズ
の
分
身
、
勅
許
状
会
社
ロ
ー
デ
シ
ア
行
政
官
【
ジ
ェ

イ
ム
ソ
ソ
は
、
会
社
所
属
の
騎
馬
警
官
隊
を
指
揮
し
、
越
境
し
て
ト

ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ル
の
ブ
ー
ア
（
ボ
ー
ア
）
人
独
立
共
和
国
に
不
法
に
侵

入
し
た
。
合
計
五
一
〇
名
の
騎
馬
警
官
隊
は
、
金
山
の
中
心
都
市
ヨ

ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
に
向
か
っ
た
が
、
途
中
プ
ー
ア
人
の
民
兵
様
に
包
翻

さ
れ
、
不
利
な
地
形
に
追
い
こ
ま
れ
た
あ
げ
く
、
侵
入
後
四
日
め
の

一
月
二
日
、
若
干
の
死
傷
者
を
出
し
て
全
員
降
伏
し
た
。

　
一
方
、
か
ね
て
か
ら
武
装
蜂
起
を
準
備
し
な
が
ら
決
行
を
延
期
し

て
い
た
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
の
在
留
外
人
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ソ
侵
入
の

報
を
き
い
て
よ
う
や
く
蜂
起
に
踏
み
切
っ
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
た
全

市
が
ブ
ー
ア
人
の
罠
兵
隊
に
包
囲
さ
れ
て
お
り
、
一
月
七
日
、
降
伏

の
や
む
な
き
に
い
た
っ
た
。
、
金
山
二
大
会
社
の
幹
部
を
は
じ
め
と
す

る
同
市
在
留
外
人
の
蜂
起
指
導
者
六
四
名
は
、
一
月
九
日
ま
で
に
逮

捕
さ
れ
た
。

　
武
装
雑
録
…
に
先
立
っ
て
支
援
侵
入
が
開
始
さ
れ
た
允
め
、
あ
っ
付
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な
い
失
敗
に
お
わ
ワ
た
こ
の
事
件
は
、
ほ
ん
ら
い
二
大
深
層
鉱
脈
金

型
会
社
の
所
有
者
と
幹
部
社
員
と
が
首
謀
者
と
な
っ
て
、
ト
ラ
ン
ス

フ
ァ
ー
ル
共
和
国
の
ク
リ
ュ
ー
ヘ
ル
大
統
領
政
論
を
打
倒
す
る
た
め
、

武
装
蜂
起
と
支
援
侵
入
と
を
組
み
合
わ
せ
た
謀
議
か
ら
始
ま
る
。
こ

の
組
み
合
わ
せ
の
謀
議
が
現
地
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
で
い
ち
お
う
の
予

備
的
諒
解
に
達
し
た
の
は
、
｝
八
九
四
年
～
○
月
の
こ
と
で
あ
る
。

つ
い
で
翌
年
六
月
、
　
「
ラ
ン
ト
鉱
山
会
社
」
を
所
有
す
る
ロ
ン
ド
ン

の
金
融
業
「
ウ
ェ
ル
ナ
ー
ー
バ
イ
ト
商
会
」
の
共
同
経
営
者
ア
ル
フ

レ
ッ
ド
・
バ
イ
ト
が
ロ
ン
ド
ン
か
ら
ケ
イ
プ
タ
ウ
ソ
に
お
も
む
き
、

「
合
圃
金
山
会
社
」
所
有
者
で
イ
ギ
リ
ス
領
ケ
イ
プ
植
民
地
自
治
政

府
の
首
相
セ
シ
ル
・
ロ
ー
ズ
と
面
談
す
る
。
そ
の
剥
き
、
ヨ
ハ
ネ
ス

ブ
ル
ク
武
装
蜂
起
の
組
織
資
金
の
分
担
に
つ
い
て
も
、
支
援
侵
入
に

使
用
す
る
勅
許
状
会
社
警
官
隊
の
国
境
駐
屯
計
画
に
つ
い
て
も
、
両

人
の
あ
い
だ
で
ほ
ぼ
最
終
的
に
意
見
の
一
致
を
み
る
。
蜂
起
の
組
織

資
金
に
つ
い
て
は
、
バ
イ
ト
の
ほ
う
が
、
臥
ー
ズ
の
三
倍
に
近
い
資

金
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
つ
づ
い
て
謀
議
は
、
事
件
藏
後
に
疑
惑
を
持
た
れ
た

と
お
り
、
覆
面
し
た
帝
国
植
民
省
に
よ
っ
て
念
入
り
に
遮
蔽
さ
れ
た

背
後
か
ら
、
不
可
欠
の
便
宜
手
段
と
強
硬
な
指
示
と
を
与
え
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

す
す
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
．
首
謀
者
の
謀
議
の
ほ
ん
ら
い
の
経
済
的

動
機
に
つ
い
て
は
、
前
稿
「
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
侵
入
事
件
と
ラ
ン
ト
金

山
二
大
会
社
」
（
『
史
林
』
五
三
巻
二
号
）
に
お
い
て
検
討
を
く
わ
え
た

の
で
、
本
稿
は
も
っ
ぱ
ら
帝
国
植
民
省
の
共
謀
へ
の
関
与
と
介
入
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
研
究
課
題
を
集
中
し
た
い
。

①
木
山
で
の
引
用
文
中
き
っ
甲
〔
…
…
〕
で
か
こ
っ
た
当
分
は
、
す
べ
て
引
用
者

　
が
挿
入
し
た
補
足
説
明
で
あ
る
。
ま
た
、
関
係
略
図
は
前
掲
稿
に
収
め
た
の
で
、

　
本
稿
で
は
省
略
す
る
。

一

　
イ
ギ
リ
ス
帝
国
政
府
の
植
民
省
、
と
く
に
ジ
ョ
ー
ゼ
フ
・
チ
ェ
ン

バ
レ
ン
植
民
相
が
、
事
前
に
侵
入
事
件
の
陰
謀
に
…
掛
か
り
合
っ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
惑
は
、
侵
入
事
件
失
敗
の
直
後
、
は

や
く
も
世
間
に
広
が
っ
た
。
　
「
ジ
ョ
…
〔
ジ
皿
i
ゼ
フ
〕
は
首
ま
で

事
件
に
つ
か
っ
て
い
た
」
と
い
う
噂
が
さ
さ
や
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
な
ど
三
叉
の
現
職
閣
僚
を
ふ
く
む
与

野
党
議
員
一
五
名
か
ら
な
り
、
野
党
自
由
党
指
導
者
パ
ー
ケ
ッ
ト
を

議
長
と
す
る
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
…
帝
国
議
会
下
院
の
査
問
委
員

会
は
、
一
八
九
七
年
二
月
に
よ
う
や
く
証
書
聴
取
を
開
始
し
て
か
ら

142 （142＞



障囲植艮省とジェイムソソ侵入事件（rliJ［1）

半
年
後
の
七
月
に
公
表
し
た
結
論
に
だ
い
て
、
ロ
ー
ズ
を
予
想
以
上

に
き
び
し
く
弾
劾
す
る
一
方
、
植
民
省
関
係
に
つ
い
て
は
「
植
民
相

も
、
植
民
省
官
僚
の
な
ん
び
と
も
、
謀
議
進
展
中
の
陰
謀
を
気
づ
か

せ
る
…
…
た
ぐ
い
の
報
告
は
、
い
か
な
る
も
の
を
も
受
理
し
て
い
な

　
　
　
　
　
　
①

い
」
と
断
定
し
た
。

　
こ
の
委
員
会
は
「
査
問
せ
ざ
る
査
問
委
員
会
」
な
ど
と
の
悪
評
を

え
た
。
そ
の
証
言
聴
取
は
「
当
然
そ
こ
か
ら
先
へ
と
踏
み
込
ま
ね
ば

な
ら
な
い
ま
さ
に
そ
の
地
点
で
停
止
し
て
し
ま
っ
た
」
と
か
、
　
「
侵

入
事
件
の
経
緯
の
秘
密
を
守
る
こ
と
に
も
っ
ぱ
ら
の
熱
意
を
も
っ
た

人
び
と
は
、
じ
つ
に
完
壁
の
成
功
を
お
さ
め
た
」
と
か
、
そ
う
い
っ

た
論
評
を
か
か
げ
た
新
聞
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
与
野
党
議
員
か
ら

成
る
査
問
委
員
会
の
多
数
派
は
、
植
民
省
連
累
に
か
か
わ
る
疑
惑
に

つ
い
て
完
壁
の
否
定
的
断
定
を
く
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
失
敗
し
た

侵
入
事
件
を
や
り
直
す
政
治
的
前
提
を
つ
く
る
一
方
で
、
内
外
の
疑

惑
を
か
え
っ
て
ふ
か
く
潜
行
さ
せ
る
逆
効
果
を
残
し
た
。

　
事
件
か
ら
じ
つ
に
半
段
段
を
経
た
一
九
四
八
年
、
植
畏
省
関
係
文

書
の
な
か
で
一
八
八
六
年
か
ら
一
九
〇
二
年
ま
で
の
も
の
が
、
閲
覧

を
許
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
す
で
に
公
表
さ
れ
た
あ
た
り
さ

わ
り
な
い
文
書
の
ほ
か
は
、
事
件
に
か
ん
し
て
意
義
あ
る
残
存
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ぱ
、
失
望
的
な
ぽ
ど
貧
弱
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
植
民
省
園
係
秘
密

文
書
の
う
ち
致
命
的
な
も
の
が
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
じ
し
ん
の
手
で
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

邸
に
運
ば
れ
て
秘
匿
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
有
名
な
ガ
ー
ヴ
ィ
ソ
著
『
ジ
ョ
ー
ゼ
フ
・
チ
ェ
ン
バ

レ
ン
伝
』
第
三
巻
（
一
九
三
四
年
刊
）
が
あ
る
。
著
老
ガ
ー
ヴ
ィ
ン
は
、

一
九
〇
八
年
い
ら
い
新
聞
『
オ
ブ
ザ
ー
ヴ
ァ
』
の
編
集
長
。
同
新
聞

の
所
有
者
は
例
の
ク
リ
ヴ
デ
ン
荘
の
主
人
ア
ス
タ
ー
子
爵
で
あ
り
、

そ
の
関
係
に
よ
っ
て
ガ
ー
ヴ
ィ
ン
は
、
南
ア
戦
争
当
時
の
総
督
で
第

一
次
世
界
大
戦
中
の
陸
相
ミ
ル
ナ
ー
の
周
辺
の
政
治
欝
欝
で
あ
っ
た

ば
か
り
か
、
そ
の
二
一
九
三
〇
年
代
は
三
九
年
三
月
ま
で
宥
和
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

策
の
世
論
誘
導
の
第
一
線
を
す
す
ん
だ
。
そ
れ
と
関
係
な
し
と
は
言

い
切
れ
な
い
が
、
ガ
ー
ヴ
ィ
ン
は
『
ジ
ョ
ー
ゼ
フ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン

伝
』
第
三
巻
で
は
、
侵
入
事
件
に
つ
い
て
前
後
一
〇
〇
ぺ
…
ジ
に
近

い
ス
ペ
ー
ス
を
さ
い
て
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
家
所
蔵
文
書
か
ら
お
び
た

だ
し
い
資
料
を
縦
横
に
引
用
し
な
が
ら
、
結
論
は
最
後
に
一
行
「
チ

ェ．

¥
バ
レ
ン
が
侵
入
事
件
に
…
掛
か
り
合
い
に
な
っ
た
痕
跡
は
、
ひ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

か
け
ら
も
な
い
」
と
し
る
し
た
。
こ
の
結
論
は
、
そ
れ
じ
た
い
が
政

治
的
な
も
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
か
え
っ
て
、
半
世
紀
に
近
い
歳
月
に

よ
っ
て
も
消
え
そ
う
に
な
い
疑
惑
の
く
す
ぶ
り
を
、
さ
ら
に
残
す
ご
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と
に
な
っ
た
。

　
植
民
雀
の
共
謀
関
与
は
、
そ
れ
が
十
分
に
解
明
さ
れ
る
た
め
に
は
、

第
二
次
大
戦
後
の
二
名
の
歴
史
家
の
研
究
成
果
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
ひ
と
り
は
エ
セ
ル
・
ド
ラ
ス
で
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
所
蔵
文

書
を
厳
密
に
再
検
討
し
た
研
究
成
果
を
、
論
文
標
題
「
ジ
ェ
イ
ム
ソ

ン
侵
入
事
件
と
そ
の
査
問
委
員
会
に
か
か
わ
る
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
所
蔵

文
書
の
研
究
報
告
」
と
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
『
歴
史
学
研
究
所
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

要
』
（
一
九
五
二
年
）
に
発
表
し
た
。

　
も
う
ひ
と
り
は
フ
ァ
ン
・
デ
ァ
・
プ
…
ル
（
ヶ
イ
プ
タ
ゥ
ソ
大
学
講

師
）
で
、
そ
の
著
書
『
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
侵
入
事
件
』
（
一
九
五
一
年
刊
）

は
、
ヶ
イ
プ
タ
ウ
ソ
の
当
時
の
高
等
弁
務
官
付
き
帝
國
書
記
官
グ
レ

ア
ム
・
パ
ワ
ー
の
後
年
の
手
記
を
、
厳
密
に
検
討
し
た
研
究
成
果
で

　
⑦

あ
る
。
海
軍
中
佐
出
身
の
帝
国
植
民
省
出
先
官
僚
パ
ワ
ー
は
、
侵
入

事
件
後
、
二
名
の
上
司
の
無
罪
を
証
明
す
る
た
め
、
詰
腹
を
切
ら
さ

れ
、
復
職
を
許
さ
れ
た
も
の
の
左
遷
さ
れ
、
一
九
〇
九
年
中
職
を
辞

し
、
一
九
三
三
年
高
齢
で
他
界
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
〇
六

年
に
植
民
省
事
務
次
官
あ
て
に
提
出
し
た
長
文
の
弁
明
書
の
写
し
と

別
に
か
い
た
詳
細
な
團
想
録
と
を
密
封
し
て
の
こ
し
、
　
「
公
共
の
意

思
が
事
件
を
客
観
的
に
見
る
」
半
世
紀
後
ま
で
は
非
公
開
で
保
存
す

る
よ
う
に
、
ケ
イ
プ
タ
ウ
ン
の
南
ア
フ
リ
カ
公
文
書
館
に
委
託
し
て

お
い
た
の
で
あ
る
。

　
パ
ワ
ー
は
、
ガ
ー
ヴ
ィ
ン
著
『
ジ
ョ
ー
ゼ
フ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
伝
』

第
三
巻
の
上
梓
に
先
立
つ
一
九
三
三
年
の
八
月
に
死
去
し
て
い
る
か

ら
、
そ
の
手
記
は
、
む
ろ
ん
聞
接
的
に
せ
よ
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
所
蔵
文

書
の
内
容
を
も
っ
て
補
足
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

エ
セ
ル
・
ド
ラ
ス
が
一
九
五
三
年
『
イ
ギ
リ
ス
史
学
雑
誌
』
に
寄
稿

し
た
論
文
「
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ソ
侵
入
事
件
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
帝
国
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

府
の
共
謀
連
累
に
か
か
わ
る
問
題
」
に
お
い
て
確
証
す
る
と
お
り
、

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
所
蔵
文
書
と
パ
ワ
ー
手
記
と
の
、
こ
の
二
種
類
の
資

料
群
は
、
校
合
し
て
矛
盾
撞
着
す
る
こ
と
は
な
く
、
相
互
に
補
完
し

あ
う
も
の
で
、
両
者
の
研
究
は
、
あ
い
ま
っ
て
共
謀
関
係
の
解
明
に

寄
与
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
後
で
は
あ
る
が
、
比
較
的
最
近

の
、
　
マ
レ
ー
（
ヴ
ィ
ト
ヴ
ァ
タ
：
ス
ラ
ン
ト
大
学
教
授
）
の
紳
者
燈
凶
『
ク
リ

ュ
ー
ヘ
ル
大
統
領
の
共
和
国
の
崩
壊
』
（
一
九
六
一
年
刊
）
は
、
　
南
ア

フ
リ
カ
戦
争
勃
発
ま
で
を
扱
い
、
こ
の
事
件
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
新

資
料
を
追
加
し
て
は
い
な
い
が
、
問
題
を
簡
潔
に
要
約
し
て
有
益
で

　
⑨

あ
る
。

　
．
①
圏
碧
く
碧
。
費
勺
。
。
押
§
全
智
篭
軸
口
恥
§
物
窺
ミ
（
6
ヨ
y
電
．
ド
リ
P
心
。
亦
。
c
。
I
b
。
罫
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②
鎖
戸
≦
芝
＾
ζ
”
、
瞬
。
ω
。
讐
9
峯
日
げ
巴
巴
昌
碧
縣
島
。
冒
白
Φ
8
昌
”
p
践
、
舳

　
さ
ミ
篭
◎
§
い
ミ
職
ミ
融
ミ
涛
ミ
爵
聾
く
。
一
．
回
ぞ
（
一
㊤
お
y
や
Q
。
餐
．

③
密
睾
く
嘗
留
胃
勺
。
。
押
。
特
．
無
“
‘
や
・
。
巽

④
》
塵
9
0
。
星
p
ぎ
、
。
§
嚢
こ
起
凄
ミ
§
”
抵
の
ミ
亀
鼠
卜
。
腰
烏
羽
馬
ミ
ミ
轟

　
O
態
8
ミ
§
§
ミ
§
㌔
o
ミ
ミ
（
一
㊤
象
）
嘲
℃
や
ω
卜
⊃
守
Q
。
卜
。
c
。
魑
窩
O
ふ
峯
．
蜜
母
α
q
斜
冨
鈴

　
0
8
お
ρ
§
ミ
§
愚
ミ
ミ
甑
§
℃
b
コ
臓
ミ
罫
ぎ
｝
、
職
蝕
四
㌻
ミ
黛
一
¢
ω
㌣
一
Φ
ω
㊤
（
一
り
象
γ

℃
や
に
？
に
O
．
ヌ
鴛
ぼ
昌
O
一
一
σ
鶏
日
餌
肩
α
男
一
〇
7
0
三
〇
〇
露
’
§
箇
所
特
竹
馬
題
ミ
リ

　
（
ド
O
①
ω
）
曽
緊
。
。
典

⑤
9
い
O
鴛
三
ロ
噂
§
恥
卜
蓄
ミ
、
§
特
潮
9
§
苓
ミ
N
§
3
ぐ
。
剛
」
芦
蜀
霧
占
り
8

　
（
ち
ω
蒔
y
℃
■
H
謡
■

⑥
国
跨
。
同
u
凄
ρ
．
切
。
℃
。
詳
自
爵
。
七
二
く
鋒
㊦
害
窟
H
。
。
。
こ
。
ω
。
嘗
。
訂
轟
－

　
げ
①
ユ
巴
⇒
H
o
｝
鐸
貯
α
q
ぎ
げ
ザ
。
｝
餌
ヨ
。
ω
o
づ
凶
斜
匹
甲
昌
α
酵
げ
。
冒
ρ
β
帥
曙
．
”
b
d
ミ
ミ
言

　
＆
馬
ぎ
§
恥
ミ
ミ
恥
ミ
襲
累
ミ
馬
“
ミ
葡
a
ミ
§
鋭
く
。
一
噂
図
誕
く
（
ド
リ
認
）
も
や
ω
ω
ふ
b
。
¶

　
零
墨
。
轟
け
。
壇
。
洋
巴
器
し
d
ミ
N
ミ
轟
（
一
り
詔
Y

⑦
臼
。
§
ぐ
昌
山
霞
℃
。
①
㌍
§
馬
智
慧
畑
携
§
ミ
ミ
（
H
リ
ョ
）
。

⑧
渇
夢
鉱
u
讐
伊
．
円
冨
ρ
霧
。
・
ぎ
コ
9
H
ヨ
℃
巴
9
一
〇
。
日
℃
ぎ
圃
身
ぎ
夢
。

　
二
日
Φ
ω
o
ロ
図
a
畠
、
”
尊
四
曳
凡
罫
襲
忽
ミ
ご
ミ
書
き
帖
§
噂
く
o
H
」
呂
ぐ
聾
（
δ
切
ω
）
噛
℃
や

・
α
Q
。
卜
。
1
＄
ω
●
＝
o
器
日
戸
賃
。
障
巴
累
奪
茜
寅
¶
涛
．
（
お
㎝
ω
）
■

⑨
H
■
ω
．
蜜
留
巴
ω
”
§
恥
穿
鳶
駄
辱
鶏
偽
ミ
．
恥
葡
愚
さ
ミ
（
お
曾
y
唱
．
①
蒔
あ
㎝
’

二

　
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ソ
が
越
境
侵
入
の
と
き
指
揮
し
た
警
官
隊
は
、
勅
許

状
会
社
所
属
の
騎
馬
警
宮
隊
で
あ
る
。
こ
の
勅
許
状
会
社
は
、
正
式

の
名
称
を
「
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
南
ア
フ
リ
カ
会
社
」
と
い
う
。
P
ー
ズ

が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
世
界
的
独
占
企
業
体
「
ド
・
ベ
ー
ル
ス
合
同
鉱

山
会
社
」
の
財
産
を
三
三
に
し
て
創
設
し
た
民
聞
株
主
出
資
の
営
利

事
業
団
で
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
…
ル
よ
り
も
さ
ら
に
北
方
の
エ
ル
ド
ラ

ド
に
新
植
民
地
を
建
設
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
勅
許
状
は
、

植
民
地
開
拓
と
鉄
道
北
方
建
設
と
が
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ル
の
興
隆

を
経
済
的
に
も
政
治
的
に
も
相
殺
す
る
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
予
測

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
も
と
に
、
一
八
八
九
年
帝
国
政
府
か
ら
下
付
さ
れ
た
も
の
で
、
会

社
の
警
察
権
は
、
勅
許
状
に
よ
っ
て
会
社
に
許
可
さ
れ
た
行
政
上
・
．

財
政
上
の
広
範
な
権
限
の
な
か
に
倉
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ラ
ン
ト
金
山
の
二
大
深
層
鉱
脈
会
社
の
所
有
者
バ
イ

ト
と
ロ
ー
ズ
の
間
で
、
一
八
九
五
年
六
月
に
意
見
の
一
致
を
み
た
謀

議
の
な
か
に
は
、
こ
の
勅
許
状
会
社
警
官
隊
を
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
武

装
蜂
起
の
支
援
に
使
用
す
る
計
画
が
含
ま
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
支

援
侵
入
に
つ
い
て
は
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ル
．
共
和
国
と
イ
ギ
リ
ス
保

護
領
ベ
チ
ュ
ア
ナ
ラ
ン
ド
と
の
国
境
近
く
の
僻
地
こ
そ
が
、
共
和
国

に
侵
入
し
て
最
短
距
離
で
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
に
い
た
る
、
恰
好
の
侵

入
跳
躍
台
と
か
ん
が
え
ら
れ
て
い
た
。

　
他
方
に
お
い
て
、
ケ
イ
プ
タ
ウ
ソ
か
ら
キ
ン
バ
リ
に
い
た
る
鉄
道

線
の
北
方
延
長
工
華
が
、
一
八
九
四
年
一
〇
月
、
ち
ょ
う
ど
マ
フ
ェ
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キ
ン
グ
ま
で
完
成
し
た
の
で
、
ケ
イ
プ
首
相
で
勅
許
状
会
社
専
務
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
、

締
役
の
ロ
ー
ズ
は
、
そ
れ
を
さ
ら
に
北
方
へ
と
延
長
す
る
工
事
を
勅

許
状
会
社
の
手
で
す
す
め
る
た
め
、
す
く
な
く
と
も
表
向
き
は
も
っ

ぱ
ら
そ
れ
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
年
＝
月
、
保
護
領
ベ
チ
ュ
ア
ナ

ラ
ン
ド
の
勅
許
状
会
社
へ
の
移
譲
を
帝
国
政
府
に
申
請
し
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
翌
年
六
月
、
ロ
ー
ズ
ベ
リ
首
班
自
由
党
内
閣
が
辞
職

し
、
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
が
三
度
め
の
酋
班
と
し
て
ユ
ニ
ォ
ニ
ス
ト
連
立

内
閣
を
組
織
し
た
と
き
、
み
ず
か
ら
選
ん
で
植
民
相
に
就
任
し
た
の

が
、
最
有
力
の
閣
僚
ジ
ョ
ー
ゼ
フ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
で
あ
っ
た
。
さ

っ
そ
く
ロ
ー
ズ
は
、
二
、
美
名
の
勅
許
状
会
社
関
係
老
を
代
理
人
と

し
て
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
移
管
申
請
の
交
渉
を
急
が
せ
た
。
チ
ェ

ン
バ
レ
ン
は
、
一
〇
月
一
六
日
、
ひ
と
ま
ず
ベ
チ
ュ
ア
ナ
ラ
ソ
ド
国

境
近
辺
の
一
部
分
の
移
譲
を
認
可
し
、
つ
い
で
一
一
月
七
日
に
、
国

境
沿
い
幅
一
〇
マ
イ
ル
の
地
帯
と
国
境
警
備
隊
と
を
、
鉄
道
の
建
設

と
警
備
の
た
め
、
勅
許
状
会
社
管
轄
下
に
移
管
す
る
許
可
を
与
え
た
。

表
向
き
の
理
由
は
鉄
道
の
北
方
延
長
工
事
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
移

管
さ
れ
た
国
境
地
帯
を
越
境
侵
入
の
跳
躍
台
と
し
て
利
用
し
、
国
境

警
備
隊
を
ほ
ん
ら
い
の
勅
許
状
会
社
警
官
隊
に
く
わ
え
て
侵
入
隊
と

し
て
利
用
し
た
の
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
侵
入
事
件
で
あ
っ
た
か
ら
、

植
民
相
連
累
の
疑
惑
が
、
事
件
直
後
た
ち
ま
ち
陰
微
の
う
ち
に
広
ま

っ
た
の
も
当
然
と
い
え
よ
う
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
以
下
に
お
い
て
検
討
を
要
す
る
植
民
相
連
累
の
疑
惑

の
第
一
は
、
植
民
福
が
保
護
領
ベ
チ
ュ
ア
ナ
ラ
ン
ド
国
境
地
帯
と
国

境
警
備
隊
と
を
勅
許
状
会
社
に
移
管
す
る
決
定
を
く
だ
し
た
と
き
、

ロ
ー
ズ
の
真
意
を
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
、
い
わ
ば
も
っ
と
も
単
純

な
こ
の
疑
問
で
あ
る
。
鉄
道
の
北
方
延
長
工
事
と
い
う
表
向
き
の
理

由
の
背
後
で
、
移
管
を
越
境
侵
入
に
利
用
す
る
と
い
う
ロ
ー
ズ
の
真

意
を
、
植
民
相
は
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
。

　
チ
ェ
ソ
パ
レ
ソ
が
植
民
相
に
就
任
し
て
一
か
月
ば
か
り
し
た
こ
ろ

の
、
一
八
九
五
年
八
月
一
日
置
ロ
ー
ズ
の
代
理
人
、
勅
許
状
会
社
書

記
官
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
・
ハ
リ
ス
は
、
勅
許
状
会
社
ロ
ン
ド
ン
取
締
役

の
グ
レ
イ
と
と
も
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
植
民
省
に
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
を
訪

聞
し
、
ベ
チ
ュ
ア
ナ
ラ
．
ン
ド
保
護
領
の
移
譲
を
要
請
し
て
交
渉
を
開

始
し
た
。

　
最
初
の
こ
の
会
談
の
模
様
が
、
の
ち
の
下
院
査
問
委
員
会
で
審
議

の
対
象
と
な
っ
た
と
き
、
証
人
ハ
リ
ス
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
証
言
し
た
。

す
な
わ
ち
、
植
民
相
に
移
譲
要
請
の
理
由
を
い
ろ
い
ろ
と
述
べ
た
ハ

リ
ス
は
「
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
に
お
け
る
不
穏
の
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情
勢
を
話
し
ト
国
境
付
近
に
警
官
隊
を
配
謄
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
、
用
心
ぶ
か
い
暗
示
の
こ
と
ば
を
つ
け
加
え
た
。
は
っ
き
り
そ
う

と
は
言
明
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
潔
1
ズ
氏
が
勅
許
状
会
社
所
属

の
警
官
隊
を
つ
か
っ
て
支
援
す
る
有
利
な
立
場
を
占
め
た
い
と
望
ん

で
い
る
こ
と
が
、
わ
た
く
し
〔
ハ
リ
ス
〕
の
心
に
ふ
と
浮
か
ん
だ
か

ら
で
あ
る
。
…
…
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
氏
は
、
た
だ
ち
に
会
話
の
方
向
に

異
議
を
唱
え
た
。
わ
た
く
し
は
、
二
度
と
こ
の
話
題
に
も
ど
ら
な
か

っ
た
」
と
。

　
ハ
リ
ス
の
こ
の
証
言
に
た
い
し
て
、
査
問
委
員
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、

ハ
リ
ス
の
い
う
「
用
心
ぶ
か
い
暗
示
の
こ
と
ば
」
に
は
ま
っ
た
く
記

憶
が
な
い
と
言
い
は
り
㍉
あ
の
と
き
「
わ
た
し
は
す
ぐ
さ
ま
ハ
リ
ス

の
話
を
さ
え
ぎ
り
、
　
『
わ
た
し
は
秘
密
の
報
告
を
き
き
た
く
は
な
い
。

わ
た
し
は
公
式
の
資
格
に
お
い
て
こ
こ
に
い
る
。
公
式
に
扱
い
う
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

情
報
の
み
を
き
き
た
い
の
だ
』
と
述
べ
た
」
と
断
言
し
た
。
内
科
医

出
身
の
ハ
リ
ス
は
、
船
舶
ス
ク
リ
ュ
ー
独
占
企
業
家
で
政
界
に
強
固

な
立
場
を
有
す
る
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
よ
っ
て
、
軽
く
あ
し
ら
わ
れ
た

の
で
あ
る
。

　
査
問
委
員
会
の
審
議
に
お
い
て
、
最
初
の
こ
の
会
談
に
同
席
し
た

グ
レ
イ
の
証
言
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
は
、
は
な
は
だ
不
審
に
思
わ

れ
る
点
で
あ
る
．
ア
ル
バ
ー
ト
・
グ
レ
イ
は
伯
爵
（
窮
四
代
）
、
史
上

署
名
な
一
八
三
二
年
議
会
改
革
の
首
桐
グ
レ
イ
の
孫
、
名
門
出
身
の

自
由
党
議
員
で
あ
っ
た
も
の
を
、
ロ
ー
ズ
が
と
く
に
懇
請
し
て
一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

八
九
年
勅
許
状
会
社
ロ
ン
ド
ン
取
締
役
に
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。
グ

レ
イ
は
も
と
も
と
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
親
し
く
、
取
締
役
就
任
を
要
請

さ
れ
た
と
き
に
も
相
談
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
ほ
ど
の
友
人
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
植
民
省
交
渉
の
開
始
に
あ
た
り
、
植
民
相
に
面
識
も
な
い

内
科
医
出
身
の
勅
許
状
会
社
書
記
官
ハ
リ
ス
を
、
グ
レ
イ
が
植
民
相

に
紹
介
し
て
会
談
に
同
席
し
た
こ
と
は
、
こ
と
わ
る
ま
で
も
な
い
。

　
会
談
に
お
い
て
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
ハ
リ
ス
の
話
題
を
さ
え
ぎ
っ

て
座
が
し
ら
け
る
と
、
グ
レ
イ
は
ハ
リ
ス
を
部
屋
か
ら
外
へ
つ
れ
出

し
、
ひ
と
り
で
帰
っ
て
き
て
扱
い
に
ぐ
い
そ
の
話
題
に
も
ど
り
、
内

密
に
詳
述
し
た
い
と
主
張
し
た
。
こ
れ
は
、
査
聞
委
員
会
が
証
言
聴

取
を
開
始
す
る
ま
え
の
一
八
九
六
年
一
二
月
一
〇
日
に
、
グ
レ
イ
が

勅
許
状
会
社
ロ
ー
デ
シ
ア
行
政
官
と
し
て
、
現
地
か
ら
植
民
湘
あ
て

に
送
っ
た
書
簡
に
か
い
た
最
初
の
会
談
の
模
様
で
あ
る
。
そ
の
と
き

「
内
密
に
貴
下
〔
植
民
相
〕
に
述
べ
た
こ
と
は
こ
う
で
あ
る
。
『
〔
ヨ

ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
の
〕
エ
イ
ト
ラ
ン
ダ
i
〔
在
留
外
人
〕
の
、
早
く
か

ら
予
期
さ
れ
て
避
け
が
た
い
蜂
起
は
、
自
由
な
市
民
の
共
通
の
権
利
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を
た
た
か
い
と
る
こ
と
を
め
ざ
す
も
の
で
、
そ
の
決
行
は
今
で
は
ご

く
間
近
に
迫
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
必
要
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も

使
用
で
き
る
よ
う
に
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ル
国
境
近
く
に
武
装
兵
力

を
駐
屯
さ
せ
る
こ
と
が
、
望
ま
し
い
の
で
あ
る
…
…
』
と
」
。

　
保
護
領
譲
渡
要
請
の
真
の
理
由
は
蜂
起
支
援
の
越
境
侵
入
跳
躍
台

に
使
用
す
る
た
め
で
、
グ
レ
イ
が
こ
の
理
由
を
は
っ
き
り
伝
え
た
こ

と
を
、
こ
の
書
簡
は
示
す
。
同
じ
書
簡
の
ガ
…
ヴ
ィ
ソ
に
よ
っ
て
省

略
さ
れ
た
、
つ
づ
く
次
の
一
文
は
、
植
民
相
の
ほ
う
で
も
、
表
向
き

は
と
も
か
く
、
事
実
と
結
果
に
お
い
て
こ
の
理
由
に
共
感
し
同
意
し

た
こ
と
を
、
す
る
ど
く
指
摘
す
る
。
　
「
こ
の
〔
蜂
起
支
援
に
つ
い
て

の
〕
情
報
は
、
も
し
無
理
じ
い
さ
れ
る
な
ら
、
つ
い
に
は
公
式
の
扱

い
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
た
ぐ
い
の
情
報
で
あ
る
か
ら
と
、
貴
下
〔
植

民
相
〕
は
述
べ
ら
れ
、
こ
の
情
報
の
受
理
を
か
た
く
辞
退
さ
れ
た
け

れ
ど
も
、
国
境
に
警
官
隊
を
配
置
す
る
機
会
を
勅
許
状
会
社
に
与
え

る
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
意
見
に
、
貴
下
も
ま
た
同
意

さ
れ
た
事
実
を
、
政
府
の
そ
の
後
の
行
動
が
明
示
し
た
の
で
あ
る
」

④
と
。　

ガ
ー
ヴ
ィ
ン
は
こ
の
書
簡
の
ま
え
の
部
分
だ
け
を
引
用
し
て
、
そ

の
説
明
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
た
い
す
る
「
非
難
と
中
傷
と
を
仕
込
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

だ
も
同
然
」
と
い
う
が
、
そ
う
い
っ
た
解
釈
を
は
さ
む
余
地
が
な
い

ほ
ど
、
こ
の
害
簡
の
文
意
は
明
断
で
あ
る
。
エ
セ
ル
・
ド
ラ
ス
の
研

究
の
要
点
は
こ
う
で
あ
る
。
　
「
の
ち
〔
一
八
九
六
年
一
二
月
〕
チ
ェ

ン
バ
レ
ン
が
ひ
そ
か
に
グ
レ
イ
に
協
力
を
求
め
た
と
き
、
グ
レ
イ
は

〔
前
掲
書
簡
で
〕
答
え
た
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
『
こ
の
情
報
は
、
も

し
無
理
じ
い
さ
れ
る
な
ら
、
つ
い
に
は
公
式
の
扱
い
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
た
ぐ
い
の
情
報
で
あ
る
か
ら
と
雷
い
、
こ
の
情
報
の
受
理
を
か

た
や
辞
退
し
た
』
が
、
そ
れ
は
グ
レ
イ
が
ロ
ー
ズ
の
計
画
を
説
明
し

　
し
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
も

た
そ
の
あ
と
か
ら
で
あ
っ
た
と
。
そ
の
う
え
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、

後
日
の
覚
え
書
の
な
か
で
、
も
し
も
陰
謀
を
お
し
つ
ぶ
す
べ
き
で
な

い
な
ら
ば
、
外
見
上
の
、
な
い
し
は
公
式
の
無
知
こ
そ
が
不
可
欠
で

あ
っ
た
と
、
み
ず
か
ら
認
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
の
か
れ
の
義

務
は
、
き
わ
め
て
明
白
で
あ
る
。
…
…
グ
レ
イ
が
査
問
委
員
会
に
証

人
と
し
て
喚
問
さ
れ
ず
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
か
れ
ら
〔
チ
ェ
ン
バ
レ

ン
と
グ
レ
イ
〕
の
会
見
を
わ
ざ
と
委
員
会
に
報
告
し
な
か
っ
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
⑥

驚
く
に
あ
た
ら
な
い
」
（
傍
点
部
分
は
原
文
の
イ
タ
リ
ッ
ク
）
。

　
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
覚
え
書
の
「
も
し
も
陰
謀
を
お
し
つ
ぶ
す
べ
き
で

な
い
な
ら
ば
」
と
い
う
の
は
、
　
「
帝
国
政
府
が
こ
の
陰
謀
を
ト
ロ
イ

の
木
馬
に
利
用
す
る
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
」
と
読
み
か
え
て
さ
し
つ
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か
え
な
い
。
陰
謀
を
利
用
す
る
た
め
に
は
「
公
式
の
無
知
こ
そ
が
不

可
欠
」
と
な
る
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
ハ
リ
ス
と
グ
レ
イ
か
ら
陰
謀

　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
ち
　
　
へ

の
悟
報
を
き
い
た
あ
と
で
、
公
式
に
は
関
知
し
な
い
と
の
建
て
前
を

持
ち
出
し
て
、
陰
謀
の
情
報
を
公
式
に
受
理
し
な
か
っ
た
と
い
う
だ

け
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
陰
謀
の
情
報
を
き
き
、
結
局
の
と
こ
ろ
陰

謀
の
情
報
に
即
し
た
不
可
欠
の
便
宜
手
段
を
供
与
し
た
そ
の
事
実
に

椙
違
な
い
で
は
な
い
か
。
グ
レ
イ
が
査
問
委
員
会
に
証
人
と
し
て
喚

問
さ
れ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
査
問
委
員
会
の
審
議
か
ら
そ
の
名
前

さ
え
も
遠
ざ
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
内
密
の
共
感
と
関
与
と
利
用
と
を

公
式
に
は
無
知
の
建
て
前
で
隠
蔽
す
る
政
治
そ
の
も
の
を
貫
く
た
め

で
は
な
か
っ
た
か
。
　
「
内
密
の
関
与
」
と
「
公
式
の
無
知
」
と
の
使

い
分
け
は
、
グ
レ
イ
と
ハ
リ
ス
が
植
民
省
で
交
渉
を
開
始
し
た
と
き

（一

ｪ
九
五
年
八
月
）
か
ら
、
査
問
委
員
会
の
結
論
が
発
表
さ
れ
た
と

き
（
｛
八
九
七
年
七
月
）
ま
で
、
一
貫
し
て
用
い
ら
れ
た
帝
国
主
義
権

力
の
技
巧
で
は
な
か
っ
た
か
ゆ

①
図
。
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帝
国
議
会
下
院
の
査
問
委
員
会
の
審
議
に
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
の

作
為
的
前
提
条
件
が
つ
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
陰
謀
は
ほ
ん
ら
い
蜂

起
と
侵
入
の
不
可
分
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

両
者
を
綾
馨
し
分
離
し
た
そ
の
作
為
は
、
審
議
の
｝
前
提
で
あ
る
。

蜂
起
の
陰
謀
は
、
少
な
く
と
も
現
地
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
で
は
、
一
、

二
か
月
ま
え
か
ら
公
然
の
秘
密
で
あ
っ
た
か
ら
、
植
民
相
も
高
等
弁

務
官
も
知
ら
な
か
っ
た
で
押
し
通
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
蜂
起
の

陰
謀
は
、
現
地
で
の
自
然
発
生
的
革
命
運
動
で
あ
る
と
し
て
、
査
問

委
員
会
の
審
議
対
象
の
中
心
か
ら
は
ず
さ
れ
る
。

　
そ
れ
ゆ
え
、
委
員
会
審
議
の
結
論
が
「
植
民
相
も
、
植
民
省
官
僚

の
な
ん
び
と
も
、
謀
議
進
展
中
の
陰
謀
を
気
づ
か
せ
る
…
…
た
ぐ
い

の
報
告
は
、
い
か
な
る
も
の
を
も
受
理
し
て
い
な
い
し
と
断
定
し
た

149 （149）



と
き
、
こ
の
「
謀
議
進
展
中
の
陰
謀
」
と
は
、
峻
別
と
分
離
の
前
提
、

に
し
た
が
っ
て
不
法
侵
入
の
陰
謀
の
み
に
際
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
ガ
ー
ヴ
ィ
ン
が
結
論
的
要
約
で
、
　
「
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
と
き

お
り
の
雷
明
ど
お
り
、
す
べ
て
を
知
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

予
測
さ
れ
た
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
革
命
に
つ
い
て
は
、
ず
い
ぶ
ん
と
知

っ
て
お
り
、
高
等
弁
務
宮
を
通
じ
て
、
鮒
処
す
る
準
舗
を
と
と
の
え

て
い
た
。
か
れ
が
侵
入
事
件
に
掛
か
り
舎
い
に
な
っ
た
痕
跡
は
、
ひ

　
　
　
　
　
　
②

と
か
け
ら
も
な
い
」
と
君
い
切
っ
た
の
は
、
蜂
起
と
侵
入
の
峻
別
・

分
離
を
前
提
と
す
る
査
問
委
員
会
の
結
論
を
、
三
十
余
年
後
に
そ
っ

く
り
そ
の
ま
ま
く
り
返
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

　
さ
て
、
一
八
九
五
年
後
半
に
ロ
ン
ド
ン
の
植
民
省
と
交
渉
を
つ
づ

け
た
ハ
リ
ス
と
ケ
イ
プ
タ
ウ
ン
の
ロ
ー
ズ
と
の
聞
で
か
わ
さ
れ
た
往

復
竃
報
の
う
ち
の
数
通
が
、
い
わ
ゆ
る
「
紛
失
電
報
」
と
し
て
隠
匿

さ
れ
、
つ
い
に
委
員
会
に
提
出
さ
れ
ず
公
表
さ
れ
ず
に
お
わ
っ
た
の

も
、
査
問
委
員
会
の
不
可
欠
の
前
提
と
な
っ
た
作
為
に
よ
る
。
電
報

の
隠
匿
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
舞
台
裏
工
作
に
よ
っ
て
事
前
に
か
き

あ
げ
ら
れ
た
筋
書
き
で
あ
っ
た
。
前
節
で
の
べ
た
グ
レ
イ
と
ハ
リ
ス

の
円
販
初
の
植
民
椙
会
見
に
つ
い
て
、
　
ハ
リ
ス
が
翌
日
（
八
月
二
日
）
ロ

ー
ズ
あ
て
に
打
電
し
た
報
告
電
報
は
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
紛
失
電
報
」

の
第
一
号
で
あ
る
。

　
次
に
そ
の
主
要
部
分
を
あ
げ
る
が
、
引
用
文
中
＊
印
以
下
は
、
ガ

ー
ヴ
ィ
ン
に
よ
っ
て
省
略
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
ガ
ー
ヴ
ィ
ン
は
、

＊
印
以
下
は
、
ま
る
で
関
係
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
の
、
わ
け
の
わ

か
ら
な
い
符
号
文
字
だ
か
ら
と
、
わ
ざ
わ
ざ
省
略
を
こ
と
わ
る
脚
注

　
　
　
　
　
　
③

ま
で
入
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
わ
り
悪
き
に
よ
る
雀
躍
は
、
か
え
っ

て
ガ
ー
ヴ
ィ
ン
が
そ
の
部
分
の
致
命
的
重
要
性
を
評
価
し
て
い
た
こ

と
を
暗
示
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。

　
「
…
…
わ
れ
わ
れ
は
、
な
に
ゆ
え
ガ
ベ
ロ
ン
ズ
〔
保
護
領
国
境
近

辺
の
一
地
点
〕
に
基
地
を
も
ち
た
い
と
の
ぞ
み
、
　
〔
勅
許
状
会
社
警

官
隊
の
〕
保
護
領
駐
屯
を
得
策
と
か
ん
が
え
て
い
る
の
か
、
そ
の
理

由
を
、
植
民
相
に
そ
れ
と
な
く
伝
え
る
決
心
を
し
た
。
植
民
相
は
、

ロ
ー
ズ
の
策
に
は
心
か
ら
共
感
し
た
が
、
〔
＊
〕
保
護
領
関
係
の
〔
全

管
轄
権
の
移
管
は
出
、
5
挺
し
な
い
と
い
う
〕
既
定
方
針
を
、
こ
の
理
由

だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
変
更
し
よ
う
と
は
せ
ず
、
そ
の
か
わ
り
つ
ぎ

の
代
案
を
提
議
し
た
。
す
な
わ
ち
、
　
〔
勅
許
状
会
社
に
よ
る
〕
鉄
道

の
北
方
延
長
工
事
と
ひ
き
か
え
に
、
保
護
領
内
大
土
地
譲
渡
の
願
い

出
を
早
急
に
好
意
的
に
考
慮
し
て
、
保
護
領
に
お
け
る
勅
許
状
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

〔
警
官
隊
〕
の
駐
屯
を
正
当
化
す
る
、
と
い
う
案
で
あ
る
・
：
・
：
し
（
八

150 （150）



帝国植民省とジェイムソソ侵入事件（市川）

月
二
日
ハ
リ
ス
発
β
ー
ズ
宛
「
紛
失
電
報
」
第
一
号
）
。

　
植
民
省
交
渉
最
初
の
会
談
に
つ
い
て
の
、
こ
の
報
告
電
文
は
、
前

掲
グ
レ
イ
書
簡
と
趣
旨
に
お
い
て
す
こ
し
も
矛
盾
し
な
い
ば
か
り
か
、

今
後
の
交
渉
の
方
向
を
二
棟
唆
す
る
報
告
で
あ
る
。
　
「
わ
け
の
わ
か
ら

な
い
符
号
文
字
」
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
植
民
柏
が
「
β
i
ズ
の
策
に

心
か
ら
共
感
し
」
て
、
保
護
領
の
全
管
轄
権
の
移
管
は
許
可
し
な
い

け
れ
ど
も
、
国
境
沿
い
地
帯
の
一
部
の
移
管
な
ら
ば
好
意
的
に
考
慮

し
て
も
よ
い
と
述
べ
た
、
そ
の
最
初
の
重
要
な
報
告
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
が
「
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
表
向
き
は
、
貴
下
〔
ロ
ー
ズ
〕

の
案
は
な
に
も
知
ら
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
た
う
え
で
、
保
護
領
管

轄
権
〔
全
部
〕
の
移
管
の
ほ
か
な
ら
ば
、
な
ん
で
も
援
助
を
与
え
よ

う
と
し
て
い
る
」
と
い
う
八
月
＝
二
日
ハ
リ
ス
発
電
文
（
「
紛
失
電
報
」

第
二
号
）
に
つ
づ
く
。

　
八
月
二
一
日
ハ
リ
ス
発
電
文
は
、
さ
ら
に
念
を
押
す
よ
う
に
「
ご

承
知
の
と
お
り
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
自
分
の
ま
え
で
は
ジ
ェ
イ
ム

ソ
ン
博
士
の
計
画
に
言
及
し
て
は
な
ら
な
い
、
　
と
述
べ
て
い
る
」

（「

ｴ
失
電
報
」
第
三
号
）
と
報
告
す
る
。
こ
う
し
て
植
民
省
交
渉
は
、

植
民
相
の
「
ロ
ー
ズ
の
策
へ
の
心
か
ら
の
共
感
」
を
、
表
向
き
「
ロ

ー
ズ
の
案
は
な
に
も
知
ら
な
い
」
と
い
う
、
公
式
に
は
関
知
し
な
い

建
て
前
で
隠
蔽
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
お
り
、
こ
の
公
式
の
建
て

前
を
ロ
ー
ズ
も
ハ
リ
ス
も
十
分
に
容
認
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
た
う

え
で
、
交
渉
も
進
捗
し
た
、
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
の

ち
の
交
渉
の
細
部
に
は
若
干
の
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
植

民
省
は
、
一
〇
月
＝
ハ
日
に
は
、
ひ
と
ま
ず
国
境
近
く
の
ピ
ツ
ァ
ニ

の
あ
た
り
、
じ
つ
は
越
境
侵
入
の
「
跳
躍
台
」
の
譲
渡
を
ゆ
る
し
た

の
で
あ
り
、
さ
ら
に
ロ
ー
ズ
の
性
急
な
要
請
に
応
じ
て
、
鉄
道
建
設

の
遅
滞
な
い
工
事
を
あ
ら
た
め
て
約
束
さ
せ
た
う
え
で
、
一
一
月
七

日
に
最
終
的
に
、
国
境
沿
い
地
帯
と
国
境
警
備
隊
と
の
勅
許
状
会
社

へ
の
移
管
を
認
可
し
た
。

　
ロ
ー
ズ
を
は
じ
め
と
し
て
移
管
認
可
を
い
そ
い
だ
勅
許
状
会
社
側

は
、
交
渉
の
こ
の
大
詰
に
お
い
て
、
前
植
民
相
リ
ボ
ン
か
ら
三
年
ま

え
に
約
束
さ
れ
て
い
た
、
鉄
道
建
設
向
け
の
政
府
補
助
金
二
〇
万
ボ

ン
ド
の
交
付
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
グ

レ
イ
は
、
移
管
決
定
の
七
日
と
同
日
の
日
付
け
で
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン

あ
て
に
抗
議
の
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。
　
「
…
…
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ル

に
万
一
な
に
ご
と
か
が
起
き
た
ば
あ
い
、
わ
れ
わ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
人

の
権
益
に
支
援
を
与
え
る
立
場
を
占
め
た
い
と
熱
望
し
た
の
で
、
そ

の
獲
得
に
性
急
な
熱
意
を
い
だ
い
た
。
そ
の
た
め
、
二
〇
万
ポ
ン
ド
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の
鉄
道
建
設
政
府
補
助
金
に
相
当
す
る
額
を
自
己
負
担
す
る
、
と
い

う
罰
金
ま
で
も
支
払
う
破
目
に
な
っ
た
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、
貴

下
こ
そ
は
、
誰
よ
り
も
承
認
を
与
え
た
が
ら
な
い
お
方
と
承
知
し
た
。

わ
れ
わ
れ
が
知
る
に
い
た
っ
た
こ
と
が
ら
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

れ
わ
れ
の
支
払
う
べ
き
負
担
と
な
る
に
ち
が
い
な
い
…
…
」
。
　
反
語

を
い
や
み
に
利
用
し
た
事
後
抗
議
の
書
簡
で
あ
る
。
　
「
ト
ラ
ン
ス
フ

ァ
ー
ル
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
権
益
に
支
援
を
与
え
る
立
場
」
す

な
わ
ち
侵
入
跳
躍
台
は
、
要
望
が
性
急
な
あ
ま
り
、
政
府
補
助
金
交

付
を
断
念
す
る
犠
牲
を
支
払
っ
て
よ
う
や
く
手
に
は
い
っ
た
こ
と
が
、

こ
の
譲
簡
に
よ
っ
て
十
分
に
照
射
さ
れ
た
も
の
と
解
釈
せ
ざ
る
を
え

な
い
。

　
移
管
決
定
の
同
じ
七
日
、
ハ
リ
ス
が
打
電
し
た
ロ
ー
ズ
あ
て
報
告

電
報
は
、
　
「
植
民
相
は
、
貴
下
〔
ロ
ー
ズ
〕
が
行
儀
た
だ
し
い
間
合

　
　
　
　
　
　
あ
　
　
も
　
　
も

い
を
は
か
り
、
の
ろ
し
を
上
げ
る
の
を
〔
今
後
す
く
な
く
と
も
〕
二

週
闘
は
延
ば
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
」
た
、
と
報
告
し
た

（「

ｴ
失
電
報
」
第
七
号
）
。
　
「
の
ろ
し
」
（
フ
”
，
イ
ア
ワ
…
ク
ス
）
と
は
、

蜂
起
な
り
侵
入
な
り
の
台
図
を
い
う
。
こ
の
こ
ろ
移
管
許
可
を
い
そ

い
で
い
た
ロ
ー
ズ
が
移
管
さ
れ
た
ば
か
り
の
侵
入
跳
躍
台
を
す
ぐ
さ

ま
利
用
す
れ
ば
、
植
民
省
の
移
管
許
可
の
理
由
が
怪
し
ま
れ
る
か
ら
、

植
民
柑
は
性
急
な
ロ
ー
ズ
に
釘
を
さ
す
た
め
に
、
　
「
行
儀
た
だ
し
い

間
合
い
」
を
と
れ
と
か
、
　
「
の
ろ
し
」
を
工
週
聞
は
延
ば
せ
と
か
と
、

鮨
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
ガ
ー
ヴ
ィ
ン
は
、
ハ
リ
ス
発
電
文
の
こ
の
断
片
だ
け

を
引
用
し
て
お
い
て
、
例
に
よ
っ
て
電
文
の
意
味
を
撹
乱
す
る
た
め
、

電
文
そ
の
も
の
が
植
民
相
の
冗
談
の
曲
解
だ
と
述
べ
て
植
民
相
を
掩

護
す
る
。
フ
ァ
イ
ブ
公
爵
（
皇
太
子
の
娘
む
ご
）
を
は
じ
め
ロ
ン
ド
ン

の
勅
許
状
会
社
重
役
連
が
休
暇
を
と
っ
て
い
た
そ
の
こ
ろ
、
ロ
ー
ズ

は
移
管
決
定
を
い
そ
ぐ
あ
ま
り
興
奮
し
た
電
報
を
送
っ
て
き
て
お
り
、

そ
れ
を
き
い
た
植
民
相
は
、
ロ
ー
ズ
の
「
熱
情
の
激
発
」
（
フ
ァ
イ
ァ

ワ
ー
ク
ス
）
を
避
け
て
、
自
分
も
二
週
問
の
休
暇
を
と
り
た
い
も
の
だ

と
、
冗
談
を
い
っ
た
ま
で
で
、
こ
の
「
あ
け
っ
ぱ
な
し
の
冗
談
が
、

ひ
そ
か
に
打
電
さ
れ
た
〔
ハ
リ
ス
の
〕
故
意
の
電
報
の
主
題
に
な
ろ

う
と
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
、

　
　
　
　
　
　
　
⑥

ガ
ー
ヴ
ィ
ソ
は
い
う
。
三
十
余
年
後
の
掩
護
射
撃
に
し
て
は
、
こ
れ

は
い
か
に
も
無
理
な
こ
じ
つ
け
で
あ
ろ
う
。

　
ハ
リ
ス
発
電
文
の
内
容
を
、
ロ
ー
ズ
は
ケ
イ
プ
タ
ウ
ン
で
他
人
に

も
ら
し
て
い
た
。
高
等
弁
務
官
付
き
帝
国
書
記
官
パ
ワ
ー
は
、
こ
の

「
の
ろ
し
を
二
週
間
は
延
ば
せ
」
の
電
報
内
容
を
一
か
月
あ
ま
り
の
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ち
直
接
ロ
ー
ズ
の
口
か
ら
き
き
、
以
前
か
ら
不
審
に
思
っ
て
い
た
上

司
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
共
謀
関
与
の
軽
挙
妄
動
を
事
実
と
し
て
碓
信
す

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

る
に
い
た
っ
た
と
い
う
。
ご
く
自
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
る
。
電
報
の

こ
の
断
片
か
ら
で
も
、
移
管
が
蜂
起
と
侵
入
の
共
謀
を
知
っ
た
う
え

で
の
便
宜
手
段
の
供
与
で
あ
っ
た
こ
と
に
、
疑
問
を
さ
し
は
さ
む
余

地
は
な
い
。

　
交
渉
開
始
か
ら
移
管
決
定
ま
で
の
三
か
月
余
り
の
資
料
を
見
て
、

植
民
相
の
共
謀
連
累
の
疑
惑
に
つ
い
て
検
討
し
た
す
え
の
小
結
論
は
、

植
民
相
の
共
謀
へ
の
関
与
と
い
う
こ
と
し
か
あ
り
え
な
い
。
実
際
に

は
関
与
し
な
が
ら
公
式
に
は
関
知
し
な
い
と
の
建
て
前
を
隠
蔽
手
段

に
利
用
す
る
、
あ
の
異
様
だ
が
、
帝
国
主
義
支
配
者
集
団
の
な
か
で

は
厳
格
な
政
治
的
訓
練
だ
と
い
う
、
表
裏
使
い
分
け
の
権
力
政
治
の

絶
妙
な
技
巧
が
、
こ
こ
に
あ
る
。
そ
し
て
、
帝
国
主
義
政
治
の
依
然

と
し
て
透
視
さ
れ
が
た
い
欺
瞳
と
偽
善
の
か
ら
く
り
も
、
こ
こ
に
含

蓄
さ
れ
て
い
る
。

　
下
院
査
問
委
員
会
が
、
一
八
九
七
年
七
月
の
例
の
結
論
を
出
す
た

め
に
は
、
事
前
の
舞
台
裏
工
作
が
必
要
不
可
欠
の
前
提
で
あ
り
、
す

で
に
か
な
り
の
程
度
ま
で
説
明
し
た
と
お
り
、
そ
の
最
た
る
も
の
は

ハ
リ
ス
と
ロ
ー
ズ
の
往
復
電
報
の
隠
匿
で
あ
っ
た
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン

ば
、
事
件
後
の
一
八
九
六
年
六
月
、
こ
の
往
復
電
報
を
植
民
省
に
送

ら
せ
て
内
密
に
吟
味
し
た
。
そ
し
て
、
当
時
勅
許
状
会
社
行
政
官
と

し
て
現
地
に
あ
っ
た
グ
レ
イ
が
、
書
簡
（
八
月
二
〇
日
）
を
よ
せ
、
「
こ

の
不
幸
な
往
復
電
報
の
公
表
が
ロ
ー
ズ
に
は
有
益
で
は
あ
っ
て
も
有

害
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
、
ロ
ー
ズ
は
よ
く
承
知
し
て
い
る
」
と
知

ら
せ
て
き
た
の
に
た
い
し
て
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
「
貴
下
の
言
及
さ

れ
た
電
報
の
公
表
は
、
勅
許
状
会
社
の
致
命
傷
と
な
る
で
あ
ろ
う
と

は
い
え
、
わ
た
く
し
じ
し
ん
は
、
今
ま
で
起
き
た
こ
と
が
洗
い
ざ
ら

い
公
表
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
す
こ
し
も
ひ
る
ま
な
い
」
と
い
う
す
ご

み
を
き
か
せ
た
書
簡
（
一
〇
月
コ
ニ
臼
）
を
送
っ
て
、
ロ
ー
ズ
に
擬
勢

　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
お
ど
し
を
か
け
た
。
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
侵
入
事
件
は
勅
許
状
会
社
所

属
警
窟
隊
を
管
轄
地
域
外
で
使
用
し
、
勅
許
状
の
規
程
に
違
反
し
て

い
る
か
ら
、
帝
国
政
府
が
勅
許
状
を
剥
奪
す
る
事
由
に
は
こ
と
欠
か

な
い
。

　
同
じ
年
の
八
月
に
は
ま
た
、
ト
ー
リ
系
名
門
の
政
治
家
で
ロ
ー
ズ

礼
讃
者
で
も
あ
る
ウ
ィ
ン
ダ
ム
が
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
ケ
イ
プ
タ
ウ
ン

に
向
け
渡
航
し
、
査
間
委
員
会
審
議
の
結
果
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ

勅
許
状
会
社
は
つ
づ
い
て
生
か
す
と
い
う
保
証
と
ひ
き
か
え
に
、
電

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

報
を
隠
匿
す
る
よ
う
に
、
直
接
ロ
ー
ズ
に
会
っ
て
説
得
に
あ
た
っ
た
。
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そ
の
年
・
一
二
月
、
グ
レ
イ
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
あ
て
書
簡
に
お
い
て
、

ロ
ー
ズ
が
「
す
す
ん
で
貴
下
の
忠
告
に
し
た
が
う
心
構
え
を
も
つ
」

こ
と
を
保
証
す
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

　
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
こ
う
し
て
勅
許
状
認
可
継
続
と
ひ
き
か
え
に
、

自
己
の
致
命
傷
を
政
治
的
に
完
全
に
隠
匿
す
る
工
作
を
完
了
し
た
わ

け
で
、
こ
の
舞
台
裏
の
奇
怪
な
取
り
引
き
に
よ
っ
て
「
紛
失
電
報
」

隠
匿
の
見
通
し
が
つ
い
た
か
ら
こ
そ
、
査
問
委
員
会
の
証
言
聴
取
が

開
始
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
　
「
紛
失
電
報
ト
は
査
問
委
員
会
の
前
か
ら

隠
匿
さ
れ
、
つ
い
に
臼
の
目
を
み
る
機
会
が
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
舞
台
裏
工
作
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
理
由
は
、
も
し
「
紛
失

電
報
」
が
公
表
さ
れ
た
な
ら
ば
、
帝
国
政
府
繋
属
が
共
謀
の
汚
名
を

ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
は
困
難
を
き
わ
め
、
お
そ
ら
く
は
不
可
能
と
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

た
で
あ
ろ
う
と
、
い
う
だ
け
で
十
分
で
あ
る
。

　
さ
て
、
舞
台
裏
工
作
が
終
わ
っ
て
ほ
ぼ
筋
書
き
通
り
に
は
こ
ば
れ

る
査
問
委
員
会
の
証
雷
聴
　
取
に
お
い
て
、
委
員
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
植
民

相
は
証
人
ロ
ー
ズ
に
質
聞
し
た
。
事
前
打
ち
合
わ
せ
ず
み
で
あ
る
と

は
い
え
、
た
が
い
に
相
手
の
腹
の
底
ま
で
知
り
つ
く
し
た
両
名
が
、

審
問
の
場
で
陰
湿
の
す
さ
ま
じ
い
対
決
に
近
づ
か
な
か
っ
た
と
し
た

ら
、
か
え
っ
て
不
思
議
で
あ
る
。
次
に
あ
げ
る
質
問
と
返
答
に
お
い

て
、
植
民
相
は
、
保
護
領
ベ
チ
ュ
ア
ナ
ラ
ン
ド
国
境
地
帯
の
会
社
へ

の
移
譲
が
政
府
に
も
有
利
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
ま
ず
ロ
ー
ズ
に
認
め

さ
せ
よ
う
と
す
る
。

　
　
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
「
国
境
沿
い
地
帯
の
移
譲
は
、
現
地
の
酋
長
に

　
　
有
益
で
あ
っ
た
ほ
か
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
と
っ
て
も
、
不
利
で

　
　
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」

　
　
ロ
ー
ズ
「
貴
下
は
国
境
警
備
隊
の
維
持
費
を
そ
っ
く
り
節
約
な

　
　
さ
い
ま
し
た
」

　
　
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
「
わ
れ
わ
れ
〔
イ
ギ
リ
ス
政
府
〕
は
、
さ
ら
に

　
　
ま
た
…
…
鉄
道
建
設
工
事
の
補
助
金
と
し
て
…
…
二
〇
万
ポ
ン

　
　
ド
に
の
ぼ
る
金
額
を
も
節
約
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

　
　
せ
ん
か
」

　
　
ロ
ー
ズ
「
た
し
か
に
そ
う
で
す
。
貴
下
は
、
ま
こ
と
に
す
ば
ら

　
　
し
い
買
物
を
な
さ
い
ま
し
た
」

　
　
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
「
そ
う
し
て
、
貴
下
の
ほ
う
も
、
ほ
か
の
〔
鉄

　
　
道
北
方
延
長
計
画
と
異
な
る
〕
考
え
を
お
持
ち
で
あ
っ
た
の
で
、

　
　
そ
れ
だ
け
に
す
す
ん
で
有
利
な
買
物
を
な
さ
っ
た
の
で
は
あ
り

　
　
ま
せ
ん
か
」

　
　
ロ
ー
ズ
「
ど
う
や
ら
、
貴
下
の
抵
う
で
も
、
わ
た
く
し
の
抵
か
・
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⑪

　
　
の
考
え
を
利
用
さ
れ
た
ら
し
く
思
わ
れ
ま
す
」

　
ロ
ー
ズ
の
「
ほ
か
の
考
え
」
と
は
、
む
ろ
ん
侵
入
跳
躍
台
と
し
て

使
用
す
る
考
え
で
あ
っ
て
、
公
開
証
言
聴
取
の
場
で
植
民
相
が
こ
れ

に
言
及
し
た
の
が
か
る
い
挑
発
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
勅
許
状
剥

奪
の
お
ど
し
を
う
け
て
植
民
相
共
謀
連
累
の
暴
露
を
断
念
し
て
い
た

ロ
ー
ズ
も
、
植
民
相
は
知
ら
な
い
と
言
い
は
り
な
が
ら
、
こ
の
「
ほ

か
の
考
え
」
を
知
っ
て
い
て
共
感
し
介
入
し
利
用
し
た
で
は
な
い
か

と
、
思
わ
ず
暴
露
す
る
一
歩
手
前
ま
で
に
じ
り
よ
る
。
緊
迫
し
た
舞

台
の
う
え
で
、
遮
蔽
さ
れ
た
陰
謀
の
密
通
が
よ
う
や
く
透
視
さ
れ
そ

う
に
な
っ
た
ま
さ
に
そ
の
と
き
、
突
如
と
し
て
部
厚
い
電
撃
が
す
る

す
る
と
お
ろ
さ
れ
る
。
密
通
は
視
界
か
ら
消
え
去
る
。
審
問
は
「
と

う
ぜ
ん
そ
こ
か
ら
先
へ
と
踏
み
こ
ま
ね
ば
な
ら
な
い
、
ま
さ
に
そ
の

地
点
に
お
い
て
立
ち
止
ま
っ
た
」
と
い
う
評
言
が
、
ぴ
っ
た
り
と
的

を
射
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
査
問
委
員
会
審
問
の
前
提
と
な
っ
た
事
前
の
舞
台
裏

工
作
は
、
も
う
ひ
と
つ
あ
る
。
植
民
根
と
植
浮
具
高
級
官
僚
の
無
罪

を
証
明
す
る
た
め
、
パ
ワ
ー
な
ど
植
民
省
の
二
、
三
の
属
僚
が
あ
ら

か
じ
め
犠
牲
に
仕
立
て
ら
れ
た
工
作
が
そ
れ
で
あ
る
。
現
地
に
近
い

ケ
イ
プ
タ
ウ
ン
の
植
民
省
出
先
機
関
に
目
を
移
そ
う
。

　
植
民
省
が
と
り
あ
え
ず
国
境
近
く
の
ピ
ツ
ァ
ニ
の
あ
た
り
を
勅
許

状
会
社
に
譲
渡
し
た
一
八
九
五
年
一
〇
月
中
旬
の
あ
る
日
、
高
等
弁

務
官
付
き
帝
国
宝
鐸
官
パ
ワ
ー
ゆ
一
4
、
ケ
イ
ブ
タ
ウ
ン
の
事
務
所
に
ロ

ー
ズ
の
来
訪
を
う
け
た
。
な
が
年
腹
蔵
な
く
話
し
あ
う
間
柄
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
臼
の
ロ
ー
ズ
は
あ
ら
た
ま
っ
て
秘
密
厳
守
を
約
束
さ
せ

た
の
ち
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
で
間
近
に
迫
っ
た
エ
イ
ト
ラ
ン
ダ
ー
の

武
装
蜂
起
を
支
援
す
る
決
意
を
う
ち
あ
け
、
勅
許
状
会
社
警
官
隊
を

ロ
ー
デ
シ
ア
か
ら
ベ
チ
ュ
ア
ナ
ラ
ソ
ド
国
境
近
く
へ
と
移
動
さ
せ
る

意
図
を
述
べ
、
そ
れ
を
高
等
弁
務
官
に
伝
え
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
た
。

パ
ワ
ー
は
そ
の
と
き
「
事
前
の
知
識
と
共
謀
の
連
累
と
の
間
に
は
紙

一
重
の
差
し
か
な
い
し
、
高
等
弁
務
官
が
こ
の
話
を
き
け
ば
従
犯
者

と
な
る
で
あ
ろ
う
と
感
じ
」
て
、
し
ば
ら
く
当
惑
し
た
す
え
、
と
う

ぜ
ん
の
こ
と
な
が
ら
直
接
の
面
談
を
ロ
ー
ズ
に
す
す
め
た
。
そ
こ
で
、

ロ
ー
ズ
は
、
　
老
齢
㎜
の
植
民
省
［
官
僚
、
　
古
陶
等
弁
務
官
【
ハ
ー
キ
ュ
リ
ー

ズ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
と
密
談
を
か
わ
し
た
。

　
パ
ワ
ー
は
、
翌
日
、
高
等
弁
務
官
の
部
屋
に
は
い
り
、
な
に
げ
な

く
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
の
情
勢
に
つ
い
て
ざ
っ
と
し
た
話
を
は
じ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諭

た
。
　
「
と
こ
ろ
が
、
高
等
弁
務
官
は
話
を
さ
え
ぎ
り
、
　
『
ロ
ー
ズ
と
　
α

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
こ
の
誓
書
な
陰
謀
に
は
、
貴
官
も
小
官
も
掛
か
り
　
珊



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
し

合
い
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
た
ほ
う
が
よ
ろ
し
い
。
小
官
は
な
に

ち
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ

ひ
と
つ
知
ら
な
い
』
と
述
べ
た
。
　
そ
の
点
は
、
ま
さ
に
わ
た
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ

〔
パ
ワ
ー
〕
の
意
見
で
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
勅
許
状
会
社
警

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
へ

官
隊
が
〔
ロ
ー
デ
シ
ア
か
ら
〕
ピ
ツ
ァ
ニ
に
移
動
す
る
便
宜
を
手
配

、
、
、
　
・
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

す
る
よ
う
に
、
高
等
弁
務
官
は
わ
た
く
し
に
命
じ
た
の
で
あ
る
」

（
傍
点
は
引
用
者
）
。

　
以
上
の
三
か
所
の
傍
点
部
分
の
つ
な
が
り
方
が
、
と
く
に
重
要
で

あ
る
。
ケ
イ
プ
タ
ウ
ン
の
植
民
省
出
先
機
関
の
対
応
の
し
方
は
、
内

密
の
関
与
を
公
式
に
は
関
知
し
な
い
建
て
前
で
隠
蔽
す
る
例
の
使
い

分
け
の
、
や
や
臆
病
な
小
型
縮
醐
版
で
あ
る
。
そ
れ
は
帝
国
主
義
官

辺
の
身
に
し
み
つ
い
た
独
特
の
訓
練
な
ど
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

各
地
植
民
地
総
督
を
歴
任
し
た
老
年
病
身
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
侵
入

事
件
後
爵
位
を
得
て
ロ
ス
ミ
ー
ド
卿
と
称
し
、
事
件
後
ち
ょ
う
ど
一

年
た
っ
た
一
八
九
七
年
の
一
月
に
引
退
す
る
。
ロ
ー
ズ
か
ら
事
前
に

鉄
道
工
事
警
備
の
こ
と
し
か
き
い
て
い
な
い
と
類
い
は
っ
た
ロ
ビ
ン

ソ
ン
は
、
帝
国
議
会
の
下
院
査
問
委
員
会
に
は
証
人
と
し
て
喚
閻
さ

れ
て
も
い
な
い
。

　
バ
ワ
～
の
う
け
た
処
遇
は
、
直
接
の
上
司
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
そ
れ
に

く
ら
べ
て
、
ま
っ
た
く
対
踪
的
で
あ
っ
た
。
侵
入
事
件
後
ロ
ン
ド
ン

の
植
民
省
で
は
じ
め
て
チ
ェ
ソ
バ
レ
ゾ
と
会
見
し
た
パ
ワ
ー
は
、
ト
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
価

，
ラ
ン
ス
フ
ア
ー
ル
に
た
い
す
る
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
妊
戦
的
言
辞
に
挑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬

発
さ
れ
て
、
来
た
る
べ
き
査
問
委
員
会
に
お
け
る
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト

の
役
割
を
か
っ
て
で
た
。
そ
の
あ
と
、
例
の
ト
ー
リ
系
名
門
政
治
家

ウ
ィ
ン
ダ
ム
委
員
か
ら
お
ど
し
を
か
け
ら
れ
、
査
問
委
員
会
に
喚
問

さ
れ
た
と
き
に
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
事
前
の
指
図
ど
お
り
に
審
間

に
答
え
た
。
す
な
わ
ち
、
侵
入
事
件
の
二
か
月
半
ま
え
に
ロ
ー
ズ
か

ら
勅
許
状
会
社
警
官
隊
を
塵
境
に
配
置
す
る
真
意
を
き
い
た
が
、
高

等
弁
務
田
に
は
報
告
し
な
か
っ
た
と
、
証
言
し
た
。
指
図
ど
お
り
の

証
雷
の
効
果
は
て
き
め
ん
で
、
査
問
委
員
会
議
長
で
野
党
指
導
者
の

パ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
か
ら
「
ロ
ー
ズ
氏
の
子
分
」
だ
と
か
「
戸
ー
ズ
氏

の
秘
密
を
保
管
す
る
倉
庫
」
だ
と
か
の
非
難
を
浴
び
せ
ら
れ
て
き
び

し
い
追
及
を
う
け
、
二
名
の
上
司
の
共
謀
連
累
を
暴
露
す
る
ほ
か
に

脱
出
で
き
な
い
「
不
本
意
の
窮
地
」
に
押
し
込
め
ら
れ
た
あ
げ
く
、

上
司
に
報
告
す
る
義
務
を
お
こ
た
っ
た
か
ど
で
詰
腹
を
切
ら
さ
れ
る
。
．

　
あ
ら
か
じ
め
ス
ケ
；
プ
．
コ
ー
ト
と
き
め
ら
れ
た
パ
ワ
ー
は
、
こ
う

し
て
上
司
の
罪
を
な
す
り
つ
け
ら
れ
、
荒
野
な
ら
ぬ
大
海
の
孤
島
へ

と
追
い
や
ら
れ
る
。
査
問
委
員
会
で
「
国
家
理
性
が
必
要
と
す
る
以

上
」
の
き
び
し
い
叱
責
（
．
ハ
ワ
…
の
こ
と
ば
）
を
う
け
て
か
ら
職
を
追
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わ
れ
、
翌
年
復
職
を
ゆ
る
さ
れ
た
も
の
の
、
イ
ン
ド
洋
上
モ
ー
リ
シ

ャ
ス
島
下
僚
の
地
位
に
左
遷
さ
れ
、
そ
の
の
ち
昇
進
の
期
待
も
む
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

し
く
、
一
九
〇
九
年
に
辞
職
し
た
。

　
①
甘
碧
く
窪
山
。
N
勺
。
①
ド
§
己
隅
一
‘
題
・
嵩
P
お
ω
■

　
②
　
い
い
○
母
く
冒
”
愚
．
ミ
こ
や
同
ト
っ
9

　
③
§
恥
こ
や
崔
ρ
p
b
。
．

　
④
津
冨
＝
）
讐
ω
曹
し
冒
幅
ミ
§
嚇
費
（
巳
O
b
o
）
．
唱
導
？
ミ
・
轡
ω
．
三
9
・
邑
。
。
「
曇
ミ
‘

　
や
。
。
9

　
⑤
密
臼
薯
切
暮
耳
層
§
馬
緊
守
ミ
a
N
尋
篭
§
犠
§
腎
矯
ミ
§
胸
ミ
ミ
（
お
⑦
。
。
Y

　
唱
や
c
R
？
ま
．
8
？
b
。
㊤
9

　
⑥
恥
じ
O
鍵
く
旦
魯
．
ミ
ニ
唱
。
二
〒
に
ト
。
．

　
⑦
旨
。
き
く
窪
山
無
℃
。
。
押
§
職
、
．
も
や
魅
ふ
ρ
謡
・

　
⑧
い
い
Q
母
く
旦
愚
．
ミ
．
噛
℃
℃
」
描
占
δ

　
⑨
｝
o
§
〈
§
山
母
勺
。
㊦
炉
。
特
．
ミ
・
も
鉢
。
。
S

　
⑩
§
“
こ
℃
．
b
。
b
。
b
。
・

　
⑪
ミ
糺
‘
や
㎝
ド

　
⑫
ミ
3
署
■
ω
令
・
。
8

　
⑬
　
き
ミ
こ
℃
や
目
8
ム
8
噛
目
O
蒔
’
卜
。
O
。
。
l
b
3
二
噛
b
。
ま
l
N
ミ
．

　
　
　
　
　
四

　
植
民
相
連
累
の
第
一
の
疑
惑
は
、
植
民
相
が
直
轄
保
護
領
ベ
チ
ュ

ア
ナ
ラ
ン
ド
国
境
地
帯
と
国
境
警
備
隊
と
を
勅
許
状
会
社
に
移
管
す

る
輝
国
を
く
だ
し
允
と
き
、
慣
ー
ズ
の
真
億
を
知
っ
て
い
た
か
ど
う

か
、
と
い
う
ご
く
単
純
な
疑
問
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
こ
の
疑
問
を
め

ぐ
る
資
料
を
前
二
節
に
お
い
て
検
討
し
た
す
え
、
植
民
相
は
共
謀
を

知
っ
て
そ
れ
を
利
用
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
便
宜
手
段
を
提
供
し
た
、

と
い
う
小
結
論
が
え
ら
れ
た
。
第
一
の
疑
問
か
ら
導
か
れ
た
こ
の
小

結
論
は
、
植
罠
相
連
累
の
第
二
の
疑
惑
、
す
な
わ
ち
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル

ク
の
エ
イ
ト
ラ
ン
ダ
ー
（
在
留
外
人
）
の
蜂
起
指
導
部
周
辺
を
動
揺
さ

せ
た
共
和
国
国
旗
の
変
更
問
題
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
植
民
相
の
指
示
に

よ
る
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
に
か
ぶ
さ
っ
て
ゆ
く
。

　
植
民
相
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
が
移
管
認
可
の
決
定
を
く
だ
し
た
の
は
一

一
月
七
日
で
、
そ
の
前
後
か
ら
勅
許
状
会
社
警
官
隊
は
準
備
を
す
す

め
る
一
方
、
現
地
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
で
は
、
乙
名
の
秘
密
指
導
部
が

中
心
と
な
っ
て
、
武
器
を
秘
密
の
経
路
に
よ
っ
て
搬
入
し
、
し
だ
い

に
準
備
を
す
す
め
て
ゆ
く
。
と
こ
ろ
が
間
も
な
く
、
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン

警
官
隊
は
支
援
侵
入
の
と
き
英
国
旗
ユ
ニ
オ
ン
・
ジ
ャ
ヅ
ク
を
な
び

か
せ
る
予
定
と
の
風
説
が
伝
わ
り
、
そ
れ
が
し
だ
い
に
確
か
め
ら
れ

て
、
蜂
起
指
導
部
周
辺
に
動
揺
が
生
じ
る
。
蜂
起
指
導
部
は
、
蜂
起

の
回
標
を
共
和
国
ク
リ
ュ
…
ヘ
ル
大
統
領
の
打
倒
と
政
府
の
改
変
に

お
く
と
は
い
え
、
指
導
部
筆
名
の
す
べ
て
が
共
和
国
国
旗
の
四
色
旗

（
フ
ィ
ア
ク
レ
ー
ル
）
に
み
だ
り
に
変
更
を
く
わ
え
て
イ
ギ
リ
ス
領
導

ユ57　　（157）



民
地
に
併
合
す
る
意
図
を
持
っ
た
わ
け
で
な
い
か
ら
で
あ
る
、

　
当
時
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
の
英
語
新
聞
『
ス
タ
ー
』
の
編
集
長
で
現

地
共
謀
の
渦
中
に
あ
っ
た
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
謀
議

連
累
を
確
信
す
る
が
ゆ
え
に
、
は
る
か
後
年
の
一
九
三
七
年
に
手
記

を
書
き
、
当
時
に
お
い
て
国
旗
問
題
こ
そ
は
蜂
起
の
「
急
所
」
で
あ

っ
た
と
認
め
て
い
る
。
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
在
留
外
人
中
イ
ギ
リ
ス
人

い
が
い
の
、
出
身
や
国
籍
を
異
に
す
る
さ
ま
ざ
ま
の
者
を
蜂
起
に
加

え
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
、
　
「
運
動
の
組
織
は
、
準
備
段
階
で
も

決
行
時
期
で
も
拙
劣
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
国
旗
問
題
に
い
さ
さ
か

で
も
あ
い
ま
い
な
点
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
運
動
の
命
取
り
に
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
は
当
然
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。

　
当
逃
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
の
指
…
底
部
周
辺
は
、
ロ
…
ズ
へ
の
疑
惑

と
不
信
を
ふ
か
め
た
。
ロ
ー
ズ
は
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
指
導
部
へ
の
指

導
力
を
失
っ
た
。
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
指
導
部
は
、
当
初
の
蜂
起
予
定

日
を
三
日
後
に
ひ
か
え
た
一
二
月
二
五
日
に
な
っ
て
、
予
定
を
一
週

間
延
期
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
共
和
国
国
旗
の
変
更
を
企
て
な
い
と

の
最
終
的
な
言
質
を
と
る
た
め
、
團
斑
燭
盟
会
長
レ
ナ
ー
ド
と
『
ス

タ
ー
』
編
集
長
ハ
ミ
ル
ト
ン
と
を
ケ
イ
プ
タ
ウ
ン
の
ロ
ー
ズ
邸
へ
派

遣
し
た
。
レ
ナ
ー
ド
と
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
、
一
二
月
二
八
日
取
…
ズ
邸

に
お
い
て
7
満
足
す
べ
き
書
質
を
え
た
」
と
．
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
あ

て
に
打
電
し
、
た
だ
し
「
疑
い
も
な
く
ど
こ
か
ほ
か
の
と
こ
ろ
に
誤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

解
が
存
在
す
る
」
と
つ
け
加
、
え
た
。
ど
こ
か
ほ
か
の
と
こ
ろ
と
は
、
，

ロ
ン
ド
ン
で
あ
ろ
う
。

　
英
国
旗
使
用
を
指
示
し
た
老
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
で
あ
っ
た
。
チ
ェ

ン
バ
レ
ン
は
、
國
境
地
帯
と
国
境
警
備
隊
と
を
最
終
的
に
勅
許
状
会

社
に
移
管
す
る
決
定
を
く
だ
す
（
＝
月
七
日
）
そ
の
直
前
に
お
い
て
、

「
い
っ
た
い
ロ
…
ズ
は
英
国
旗
の
た
め
に
働
く
の
か
、
そ
う
で
は
な

い
の
か
」
と
、
こ
と
さ
ら
つ
よ
く
二
者
択
一
を
せ
ま
り
、
言
質
を
と

っ
た
う
え
で
移
管
の
決
定
を
く
だ
し
た
の
で
あ
る
。
英
国
旗
と
は
、

領
土
併
含
の
目
標
を
意
味
し
、
植
民
相
が
越
境
侵
入
に
不
可
欠
な
面

壁
手
段
を
勅
許
状
会
社
に
供
与
す
る
と
き
も
ち
だ
し
た
交
換
条
件
で

あ
っ
た
。

　
こ
の
決
定
を
み
た
一
一
月
七
日
の
す
こ
し
ま
え
、
ケ
イ
プ
タ
ウ
ン

の
高
等
弁
務
官
は
、
植
民
相
あ
て
報
告
親
書
（
一
一
月
四
日
目
の
な
か

で
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
在
留
イ
ギ
リ
ス
系
エ
イ
ト
ラ
ソ
ダ
ー
の
動
向

に
つ
い
て
、
そ
の
「
九
割
ま
で
は
、
　
〔
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ル
が
〕
イ

ギ
リ
ス
領
植
民
地
〔
と
な
る
〕
よ
り
も
、
イ
ギ
リ
ス
風
に
改
革
さ
れ

た
自
由
主
義
的
な
共
和
国
〔
と
な
る
こ
と
〕
を
．
好
む
で
あ
ろ
う
し
、
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イ
ギ
リ
ス
傾
植
民
地
胤
へ
の
併
合
〕
は
レ
実
現
困
難
で
あ
ろ
う
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
う
重
要
な
情
勢
判
断
を
報
告
し
た
。
こ
の
現
地
の
動
向
の
観
測
を
、

植
民
相
は
無
視
し
た
わ
け
で
、
た
と
え
ク
リ
ュ
ー
ヘ
ル
大
統
領
が
打

倒
さ
れ
て
も
、
そ
の
あ
と
国
際
主
義
的
資
本
家
が
共
和
国
国
旗
の
四

色
旗
の
も
と
で
自
由
に
共
和
国
を
牛
耳
る
事
態
に
な
る
こ
と
は
、
植

民
相
の
気
に
い
ら
な
い
。
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
邸
の
植
民
相
の
こ
の
意
向

を
う
け
て
、
植
民
次
官
補
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
が
「
い
っ
た
い
ロ
ー

ズ
は
英
国
旗
の
た
め
に
働
く
の
か
、
そ
う
で
は
な
い
の
か
」
と
、
勅

許
状
会
社
関
係
者
に
駄
目
を
押
す
。

　
植
民
省
交
渉
中
の
勅
許
状
会
社
関
係
者
は
、
交
渉
も
大
詰
に
近
づ

い
た
こ
の
時
点
で
、
英
国
旗
に
つ
い
て
無
理
な
駄
目
押
し
に
あ
い
、

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
現
地
の
動
向
か
ら
は
ず
れ
た
言
質
を
と
ら
れ
る
。

一
一
月
五
日
ロ
ー
ズ
炉
心
リ
ス
発
「
紛
失
電
報
」
第
六
号
は
、
　
「
わ

れ
わ
れ
〔
ハ
リ
ス
な
ど
〕
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
医
師
の
〔
越
境
侵
入
〕

計
画
の
成
果
と
し
て
は
、
英
国
旗
掲
揚
を
予
定
に
ふ
く
め
て
い
る
の

だ
と
、
　
〔
植
民
省
に
〕
疑
問
の
余
地
な
く
そ
う
述
べ
て
お
き
ま
し
た
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

問
違
い
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
。
植
民
省
で
と
ら
れ
た
言
質
に

つ
い
て
、
ハ
リ
ス
が
ロ
ー
ズ
に
念
を
押
す
電
報
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
た
い
す
る
ロ
ー
ズ
の
．
返
電
は
、
　
「
英
国
旗
問
題
に
つ
い
て
、

わ
た
く
し
は
本
国
で
ひ
ど
く
誤
解
さ
れ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
わ

た
く
し
は
、
む
ろ
ん
英
国
旗
の
た
め
で
な
け
れ
ば
、
事
業
の
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
危
険
に
さ
ら
す
つ
も
り
は
な
い
」
と
断
嬉
し
た
。
こ
れ
が
ロ
ー
ズ

の
将
来
を
拘
束
す
る
言
質
と
な
る
。
9
ー
ズ
は
、
ロ
ン
ド
ン
向
け
と

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
向
け
と
に
、
異
な
っ
た
言
辞
を
ろ
う
し
た
わ
け
で

あ
る
。

　
と
に
か
く
以
上
は
、
勅
許
状
会
社
関
係
者
の
植
民
省
交
渉
も
大
詰

に
近
づ
い
た
三
、
四
巳
間
の
こ
と
で
あ
る
。
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の
私
邸

に
い
て
ロ
ー
ズ
の
言
質
を
と
っ
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
た
だ
ち
に
ロ

ン
ド
ン
に
お
も
む
い
て
植
民
省
に
は
い
り
、
み
ず
か
ら
青
鉛
筆
を
と

っ
て
移
譲
国
境
地
帯
を
地
図
に
書
き
こ
み
、
植
民
省
管
轄
国
境
警
備

隊
の
解
散
（
移
管
）
と
そ
の
装
備
の
会
社
へ
の
売
却
と
を
手
配
す
る
よ

う
に
、
ヶ
イ
プ
タ
ウ
ン
の
高
等
弁
務
官
あ
て
に
訓
電
を
発
し
た
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

れ
が
一
一
月
七
日
の
植
民
省
決
定
で
あ
る
。
決
定
に
い
た
る
三
、
四

日
間
の
推
移
を
み
る
と
き
、
英
国
旗
に
つ
い
て
植
民
相
が
ロ
ー
ズ
か

ら
と
っ
た
言
質
が
、
移
管
の
交
換
条
件
で
あ
り
前
提
条
件
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
一
図
瞭
然
で
あ
る
。
植
民
相
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
蜂
起
支
援

の
越
境
侵
入
計
画
を
知
り
、
そ
の
計
画
の
実
施
に
不
可
欠
な
便
宜
手

段
を
供
与
し
た
と
き
、
ゴ
領
土
併
合
を
昌
標
と
す
る
干
渉
を
す
で
に
予
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定
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
植
民
相
は
、
現
地
の
情
勢
を
無
視
し

て
ま
で
、
蜂
起
と
侵
入
を
ト
ロ
イ
の
木
馬
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。

　
①
＜
欝
8
導
嶺
p
ユ
。
≦
噛
勲
触
国
。
肉
■
（
一
㊤
昭
）
魑
聴
』
㊤
？
b
。
り
⑦
噛

　
②
｝
①
窪
く
磐
伽
霞
℃
8
ド
愚
．
ミ
，
噂
℃
．
。
。
伊

　
③
紳
ω
．
O
霧
三
詳
号
■
ミ
‘
℃
℃
．
⑦
ρ
躍
b
。
．
冒
碧
く
導
儒
巽
℃
8
押
。
辱
・
ミ
．
「

　
　
ワ
繍
噸

　
④
⑤
轡
ψ
O
鶏
く
一
p
§
ミ
こ
毛
■
㌶
＝
一
－
一
一
・
。
顧

　
⑥
寄
碧
く
霞
畠
費
勺
。
。
押
号
ミ
．
．
娼
誌
ρ

五

　
第
三
の
疑
聞
の
検
討
に
移
ろ
う
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
ま
つ
わ
る
第

三
の
疑
惑
は
、
植
民
相
は
、
現
地
の
蜂
起
と
侵
入
の
共
謀
に
さ
ら
に

ふ
か
く
介
入
し
、
決
行
促
進
の
主
導
的
指
示
さ
え
も
与
え
た
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
疑
惑
で
あ
る
。
こ
れ
を
解
く
た
め
に
は
、
考
察
の

対
象
を
移
管
決
定
か
ら
一
か
月
余
り
を
経
た
ク
リ
ス
マ
ス
前
一
、
二

週
間
に
限
定
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。

　
そ
の
一
二
月
初
旬
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ル
共
和
国
政
府
は
「
南
ア

フ
リ
カ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
銀
行
」
よ
り
多
額
の
機
密
費
を
ひ
き
だ
し
、

つ
い
で
共
和
国
国
務
相
レ
イ
ズ
が
ロ
ン
ド
ン
経
由
で
パ
リ
、
ハ
ー
グ
、

ベ
ル
リ
ン
へ
と
向
か
っ
た
。
レ
イ
ズ
は
、
ジ
ャ
ワ
（
規
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

生
ま
れ
の
オ
ラ
ン
ダ
人
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
出
身
の
法
学
博
士

で
、
ク
リ
ェ
ー
ヘ
ル
大
統
領
の
知
遇
を
え
て
一
八
八
四
年
い
ら
い
共

和
国
の
国
家
法
務
官
、
一
八
八
八
年
い
ら
い
国
務
相
と
し
て
親
独
政

　
　
　
　
　
　
　
①

策
を
推
進
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
植
民
省
に
お
い
て
は
、
レ
イ
ズ
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
は
ド
イ
ツ
な
ど
大
陸
諸
国
に
支
援
を
求
め
る
た
め

の
旅
行
、
と
推
察
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
他
方
、
大
西
洋
の
反
対
側
、
南
ア
メ
リ
カ
で
係
争
中
の
ヴ
ェ
ネ
ズ

エ
ラ
と
イ
ギ
リ
ス
領
ギ
ア
ナ
と
の
国
境
紛
争
に
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領

ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
が
＝
一
月
一
七
日
直
接
に
介
入
し
、
イ
ギ
リ
ス
政

府
へ
の
強
硬
な
挑
発
的
言
辞
を
ふ
く
む
特
別
教
書
を
連
邦
議
会
に
提
．

出
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
植
民
省
で
は
、
管
轄
事
項
に
ふ
く
ま
れ
る
こ

の
係
争
の
重
大
化
が
予
想
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
と

く
に
南
ア
フ
リ
カ
問
題
担
当
植
民
次
官
補
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
と
、

そ
し
て
植
民
事
務
次
官
ミ
ー
ド
と
が
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
国
境
紛
争
の

緊
迫
化
は
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ル
の
「
見
苦
し
い
騒
ぎ
」
を
中
止
さ
せ

る
好
機
で
は
な
い
か
と
か
ん
が
え
、
次
官
ミ
ー
ド
が
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム

五
塵
在
中
の
植
民
相
あ
て
に
書
簡
を
送
り
、
延
期
勧
告
に
つ
い
て
遠

慮
が
ち
な
進
言
を
こ
こ
ろ
み
た
（
＝
一
月
一
八
日
）
。
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す
な
わ
ち
「
レ
イ
ズ
博
士
の
〔
旅
行
に
よ
っ
て
〕
推
測
さ
れ
る
策

謀
に
か
ん
す
る
ロ
ビ
ン
ソ
ン
〔
高
等
弁
務
窟
〕
あ
て
電
報
は
、
そ
の

発
信
を
、
あ
ら
た
め
て
貴
下
の
ご
指
示
あ
る
ま
で
延
期
す
る
こ
と
を

提
案
い
た
し
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
費
下
が
打
電
を
お
命
じ
に
な
っ
た

と
き
に
は
、
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
大
統
領
の
特
別
教
書
を
ご
覧
に
な
っ

て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
か
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
わ
れ
わ
れ
〔
イ
ギ

リ
ス
政
府
〕
は
ド
イ
ツ
の
反
対
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
、
エ

イ
ト
ラ
ソ
ダ
ー
〔
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
在
留
外
人
〕
の
〔
蜂
起
〕
活
動

が
一
年
か
そ
こ
ら
延
期
と
な
る
こ
と
を
、
貴
下
は
お
望
み
で
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
…
…
し
か
し
、
　
〔
蜂
起
〕
活
動
が
延
期
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
す
ぐ
さ
ま
手
配
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
す
ま
い
し
、
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
〔
植
民
次
官
補
〕
は
、
マ
グ

ワ
イ
ア
を
通
じ
て
そ
の
段
取
り
を
と
り
う
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
」
。

　
マ
グ
ワ
イ
ア
は
、
勅
許
状
会
社
ロ
ン
ド
ン
取
締
役
会
議
に
お
け
る

ロ
ー
ズ
代
理
者
の
立
場
に
あ
り
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
名
門

オ
ー
ル
・
ソ
！
ル
ズ
・
コ
レ
ッ
ジ
の
評
議
員
を
兼
ね
る
名
士
で
あ
る
。

あ
き
ら
か
に
蜂
起
延
期
の
た
め
の
、
次
官
の
遠
慮
が
ち
な
進
言
は
つ

づ
く
。
　
「
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
貴
下
の
名
誉
を
傷
つ
け
る
こ
と

な
く
段
取
り
を
す
す
め
る
自
信
を
い
だ
い
て
お
り
ま
す
。
貴
下
は
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

期
の
手
配
を
お
望
み
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
。

　
蜂
起
の
延
期
な
い
し
は
中
止
を
進
言
す
る
こ
の
植
民
次
官
の
書
簡

に
た
い
し
て
、
植
民
相
の
返
書
（
＝
一
月
一
八
日
）
は
き
っ
ぱ
り
と
送

話
を
し
り
ぞ
け
る
。
す
な
わ
ち
「
ア
メ
リ
カ
〔
の
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
国

境
紛
争
介
入
〕
問
題
は
当
分
の
あ
い
だ
重
大
と
は
な
り
え
な
い
こ
と

を
、
ま
ず
も
っ
て
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
…
…
全
体
と
し

て
み
れ
ば
、
そ
れ
が
本
物
の
危
機
と
な
る
ま
で
に
は
、
な
お
数
か
月

の
時
間
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
こ
で
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ル
問

題
に
つ
い
て
で
あ
る
。
か
り
に
も
今
そ
れ
〔
蜂
起
〕
が
延
期
さ
れ
る

な
ら
ば
、
真
の
危
機
が
来
た
と
き
に
は
、
う
ま
く
ゆ
か
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
。
延
期
が
長
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
〔
ド
イ

ツ
な
ど
〕
外
国
敷
府
の
介
入
す
る
機
会
は
ふ
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

た
だ
ち
に
決
行
す
る
べ
き
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
、
す
く
な
く
と
も

一
、
二
年
は
延
ば
す
べ
き
で
あ
る
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

一
、
二
年
延
期
し
た
場
合
、
わ
れ
わ
れ
は
は
た
し
て
〔
適
切
な
干
渉

を
〕
請
け
合
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
請
け
合
え
な
い
も
の
な
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ち
　
　
し
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も

〔
決
行
を
延
期
す
る
よ
う
に
〕
干
渉
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
。
な
ぜ
な

ら
、
　
〔
決
行
を
延
期
さ
せ
れ
ば
〕
わ
れ
わ
れ
は
、
避
け
た
い
と
思
う
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ま
さ
に
そ
の
事
態
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
」
　
（
傍

点
は
引
用
者
）
。

　
こ
こ
で
ひ
と
ま
ず
引
用
を
切
っ
て
お
こ
う
。
植
民
相
の
意
見
は
、

ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
国
境
紛
争
問
題
が
危
機
と
な
る
ま
で
に
数
か
月
は
か

か
る
か
ら
、
そ
の
間
に
早
急
に
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ル
問
題
を
片
づ
け

た
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
蜂
起
延
期
に
反
対
で
あ
る
。
そ
し
て
、

ま
え
に
指
摘
し
た
あ
の
使
い
分
け
が
、
こ
こ
で
ま
た
用
い
ら
れ
る
。

引
用
者
傍
点
の
つ
い
た
「
干
渉
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
」
と
の
断
定
は
、

「
延
期
す
る
よ
う
に
ロ
」
ズ
に
干
渉
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
」
と
い
う

意
味
で
あ
り
、
文
中
に
あ
る
即
時
決
行
か
、
一
、
二
年
延
期
か
、
と

い
う
二
者
択
一
の
文
脈
か
ら
い
え
ば
、
即
時
決
行
の
指
示
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

　
植
民
相
書
簡
は
、
さ
ら
に
つ
づ
け
て
［
、
こ
の
事
情
を
、
も
し
も
フ

ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
が
は
っ
き
り
と
マ
グ
ワ
イ
ア
に
理
解
さ
せ
う
る
な

ら
ば
、
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
に
そ
う
さ
せ
た
い
と
思
う
。
そ
れ
か
ら
、

責
任
は
ロ
ー
ズ
に
負
わ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

助
言
を
与
え
る
こ
と
さ
え
、
さ
し
控
え
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
い
う
。

こ
こ
が
ま
た
例
の
使
い
分
け
で
あ
っ
て
、
助
言
を
さ
し
控
え
よ
と
い

　
　
　
　
し
　
　
ヤ
　
　
へ

う
の
は
、
公
式
の
助
言
に
つ
い
て
い
う
に
す
ぎ
ず
、
却
時
決
行
か
、

一
、
二
年
延
期
か
、
の
二
者
択
一
の
文
脈
か
ら
い
え
ば
、
公
式
の
責

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
へ

任
を
負
う
ロ
ー
ズ
に
、
実
際
は
背
後
か
ら
予
定
通
り
の
決
行
を
指
示

せ
よ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
翌
一
九
日
の
、
植
民
次
官
補
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
の
植
民
粗
あ
て

返
書
は
、
植
民
相
書
簡
を
即
時
決
行
促
進
の
意
味
に
解
釈
し
た
う
え

で
の
マ
グ
ワ
イ
ア
会
見
報
告
で
あ
る
。
　
「
行
動
〔
蜂
起
〕
を
一
年
延

ば
す
こ
と
は
、
今
で
は
あ
ま
り
に
も
お
そ
す
ぎ
ま
す
。
…
…
金
山
資

本
家
連
は
、
実
際
上
情
勢
を
制
御
す
る
力
を
失
っ
て
お
り
ま
す
。
マ

グ
ワ
イ
ア
と
ロ
ン
ド
ン
在
住
の
友
人
〔
グ
レ
イ
な
ど
〕
は
、
行
動
の

二
、
三
か
月
間
の
延
期
が
不
利
で
あ
る
こ
と
を
、
す
で
に
十
分
に
痛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

為
し
て
お
り
、
早
急
な
決
行
を
う
な
が
し
つ
つ
あ
り
ま
す
」
と
い
う
。

　
ガ
ー
ヴ
ィ
ソ
は
、
こ
れ
か
ら
あ
と
を
省
略
し
て
い
る
。
し
か
し
、

実
際
に
は
い
っ
そ
う
重
要
な
次
の
一
文
が
つ
づ
く
。
　
「
か
れ
ら
〔
マ

グ
ワ
イ
ア
と
友
人
〕
は
、
こ
の
〔
早
急
決
行
の
〕
意
見
を
ア
メ
リ
カ

〔
の
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
国
境
紛
争
介
入
〕
問
題
発
展
の
見
透
し
の
う
え

に
根
拠
づ
け
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
わ
た

く
し
が
説
明
し
た
こ
と
が
ら
に
、
マ
グ
ワ
イ
ア
は
同
意
い
た
し
ま
し

㊨た
」
と
。
ガ
ー
ヴ
ィ
ン
が
故
意
に
省
略
し
た
こ
の
一
文
が
重
要
で
あ

る
の
は
、
植
罠
次
官
補
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
が
マ
グ
ワ
イ
ア
に
会
っ
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で
櫨
民
柑
の
論
旨
を
直
接
に
説
明
し
、
マ
グ
ワ
イ
ア
が
そ
れ
を
諒
解

し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
つ
い
で
マ
グ
ワ
イ
ア
は
、

決
行
促
進
電
報
を
植
民
相
の
意
向
と
し
て
ロ
ー
ズ
あ
て
に
打
電
す
る
。

す
な
わ
ち
、
マ
グ
ワ
イ
ア
と
グ
レ
イ
は
、
一
二
月
二
〇
日
、
ロ
ン
ド

ン
か
ら
ケ
イ
プ
タ
ウ
ソ
の
ロ
ー
ズ
あ
て
に
、
決
行
は
早
け
れ
ば
早
い

ほ
ど
よ
い
と
の
電
報
を
打
っ
た
。

　
植
民
次
官
補
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
の
植
民
相
あ
て
報
告
の
重
要
な

部
分
を
省
略
し
た
ガ
ー
ヴ
ィ
ン
は
、
つ
づ
い
て
こ
の
マ
グ
ワ
イ
ァ
電

報
に
つ
い
て
も
隠
蔽
工
作
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
紛
失

電
報
を
一
括
し
て
扱
っ
た
個
所
で
は
、
マ
グ
ワ
イ
ア
電
報
を
そ
の
な

か
に
も
入
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
別
の
個
所
で
隠
し
き
れ
な
く

な
る
と
、
マ
グ
ワ
イ
ァ
が
会
見
し
た
相
手
は
「
う
わ
っ
調
子
」
の
性

格
で
「
耳
の
遠
い
」
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
だ
っ
た
の
で
、
と
う
ぜ
ん

そ
こ
か
ら
「
起
こ
り
が
ち
な
誤
解
」
に
も
と
づ
い
て
打
っ
た
電
報
で

あ
っ
た
と
い
う
。
マ
グ
ワ
イ
ァ
電
報
は
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
真
意
と
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

係
な
し
と
い
う
の
が
、
ガ
ー
ヴ
ィ
ン
の
故
意
の
解
釈
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
、
ヶ
イ
プ
タ
ウ
ソ
の
高
等
弁
務
官
付
き
帝

国
獣
悶
記
官
．
ハ
ワ
ー
は
、
一
二
月
二
二
日
と
下
口
さ
れ
る
こ
ろ
ロ
ー
ズ

に
会
い
、
蜂
起
は
失
敗
に
終
わ
る
で
あ
ろ
う
と
冷
水
を
浴
び
せ
、
蜂

趨
と
侵
入
を
断
念
す
る
よ
う
説
得
を
こ
こ
ろ
み
た
と
こ
ろ
、
ロ
ー
ズ

は
激
し
て
「
そ
れ
で
は
貴
官
は
、
今
わ
た
く
し
を
督
促
し
て
急
が
せ

て
い
る
貴
官
の
上
司
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
た
い
し
て
不
忠
実
で
あ
る
」

と
奇
い
は
な
っ
た
。
不
忠
実
と
い
う
非
難
は
、
海
軍
中
佐
の
経
歴
を

誇
り
と
す
る
パ
ワ
ー
の
心
に
す
る
ど
く
つ
き
さ
さ
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
パ
ワ
ー
は
「
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
と
の
紛
争
が
さ
し
迫
っ
て
い
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

急
げ
」
と
の
マ
グ
ワ
イ
ア
電
報
の
真
の
出
所
を
理
解
し
た
の
で
あ
る
。

　
植
民
相
に
ま
つ
わ
る
第
三
の
疑
惑
に
つ
い
て
の
検
討
は
以
上
で
お

わ
る
。
蜂
起
と
侵
入
の
陰
謀
を
知
っ
た
植
民
相
は
、
現
地
の
蜂
起
陰

謀
を
ト
ロ
イ
の
木
馬
と
し
て
領
土
併
合
の
干
渉
に
利
用
す
る
た
め
に
、

背
後
で
英
国
旗
掲
揚
を
条
件
と
し
て
、
支
援
侵
入
に
不
可
欠
の
跳
躍

台
を
提
供
し
た
ば
か
り
か
、
さ
ら
に
ふ
か
く
共
謀
に
介
入
し
、
帝
国

政
府
に
と
っ
て
干
渉
に
便
利
な
時
期
を
考
慮
し
て
、
早
急
な
決
行
を

う
な
が
す
指
示
さ
え
も
与
え
た
の
で
あ
る
。
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
の
エ

．
イ
ト
ラ
ン
ダ
ー
蜂
起
指
導
部
周
辺
を
動
揺
さ
せ
た
英
国
旗
掲
揚
問
題

は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
植
民
相
の
背
後
か
ら
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
ば
か
り
か
、
早
急
決
行
の
指
示
は
、
現
地
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ

ル
ク
の
情
勢
を
そ
れ
以
上
に
つ
よ
く
無
視
す
る
結
果
と
な
り
、
植
民

相
の
今
織
と
な
っ
て
お
わ
る
。
こ
の
最
後
の
点
に
つ
い
て
は
、
も
う

163 （163）



少
し
く
わ
し
い
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
①
　
い
Q
D
■
ソ
夙
貧
巴
ρ
葛
〉
財
、
こ
℃
ワ
置
占
。
。
仏
づ
、
．
溶
誕
昌
8
0
ズ
p
o
O
㎏
o
磐
♂
・
弓

　
　
山
角
℃
8
H
（
⑦
O
o
噂
・
）
「
も
り
ミ
魯
転
帖
§
軌
瀞
§
ヤ
こ
ぎ
い
ミ
ミ
物
穿
醤
噛
、
防
（
あ
①
e
｝
、
o
H
．
ぞ
℃

　
　
℃
■
ω
心
ρ
　
智
臨
話
畷
ゆ
暮
冨
5
．
§
お
O
o
ヨ
日
昌
男
8
ε
二
口
》
ロ
σ
q
δ
－
月
鎚
冨
爵
巴

　
　
濁
。
団
＝
o
島
、
’
貯
℃
さ
。
。
。
。
興
O
漆
。
乱
舘
α
≦
旨
「
即
。
σ
q
角
い
。
巳
q
っ
（
巴
ε
、

　
　
攣
、
蹄
ミ
§
§
蕊
O
ミ
ミ
§
黛
§
奪
軌
ミ
（
一
の
ミ
）
噛
℃
℃
．
一
刈
O
も
置
旧

　
②
③
　
い
u
O
錠
く
旦
。
》
婁
二
電
．
β
1
鐸

＠＠＠＠
♂
ミ
ニ
や
刈
G
。
・

凶
夢
。
一
U
語
ω
、
勲
ミ
ミ
§
（
一
㊤
c
R
N
）
噂
や
Q
。
¢
　
い
ω
・
寓
仁
。
冨
幽
。
。
’
§
．
ミ
．
噂
や
8
。

蝋
．
り
■
O
胃
く
一
戸
§
．
ミ
ご
℃
℃
．
お
’
嵩
b
。
■

寄
婁
6
ロ
鳥
賃
勺
o
o
一
”
信
．
驚
鳳
ご
℃
や
誤
も
¢

点A

　
蜂
起
・
侵
入
・
干
渉
か
ら
な
る
共
謀
の
ほ
ん
ら
い
の
順
序
は
、
蜂

起
の
早
急
決
行
を
背
後
か
ら
う
な
が
し
た
植
民
相
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に

と
っ
て
も
、
不
可
逆
の
継
起
的
順
序
で
あ
っ
た
。
ま
ず
蜂
起
が
決
行

さ
れ
、
つ
い
で
支
援
侵
入
が
そ
れ
を
さ
さ
え
、
最
後
に
、
帝
国
政
府

が
干
渉
、
必
要
が
あ
れ
ば
軍
事
干
渉
に
の
り
出
す
、
と
い
う
順
序
で

あ
る
。
結
果
と
し
て
、
こ
の
順
序
は
混
乱
す
る
。
延
期
さ
れ
た
蜂
起

に
先
立
．
っ
て
侵
入
が
開
始
さ
れ
た
た
め
、
共
謀
は
失
敗
に
お
わ
る
。

失
敗
は
、
現
地
の
情
勢
を
無
視
し
た
植
民
劣
の
背
後
か
ら
の
決
行
促

進
の
指
示
と
関
孫
な
し
と
黒
い
い
切
れ
な
い
。

　
植
民
省
の
意
向
と
し
て
決
行
促
進
を
伝
え
た
マ
グ
ワ
イ
ア
電
報
が

ロ
ー
ズ
あ
て
に
打
電
さ
れ
た
の
は
一
二
月
号
〇
日
で
、
当
蒔
ケ
イ
プ

タ
ウ
ン
滞
在
中
の
「
ラ
ン
ト
鉱
山
会
社
」
所
有
者
バ
イ
ト
が
、
早
速

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
指
導
部
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
あ
て
に
「
即
時
創
業
」
を

要
望
し
て
打
電
し
た
も
の
の
、
動
揺
す
る
現
地
指
導
部
に
与
え
た
効

果
は
疑
問
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
反
し
て
、
マ
グ
ワ
イ
ァ
電
報
が
導
ー

ズ
と
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ソ
に
与
え
た
影
響
は
決
定
的
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
ズ

は
現
地
か
ら
の
警
告
を
無
視
し
、
一
二
月
二
三
摂
、
僻
地
ピ
ツ
ァ
ニ

で
勅
許
状
会
社
警
官
隊
を
指
揮
す
る
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ソ
あ
て
に
欝
簡
を

送
り
鳶
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
の
蜂
起
は
予
定
通
り
一
二
月
二
八
日
深
夜

に
決
行
さ
れ
る
と
断
言
し
、
電
信
線
の
破
壊
と
当
夜
八
時
以
後
の
出

発
と
を
脂
示
し
た
。

　
国
旗
問
題
に
よ
っ
て
動
揺
す
る
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
蜂
起
指
導
部
と

ロ
ー
ズ
と
の
間
の
裂
け
自
は
す
で
に
越
え
が
た
く
増
幅
し
、
ヨ
ハ
ネ

ス
ブ
ル
ク
に
た
い
す
る
ロ
ー
ズ
の
指
導
力
は
ほ
ぼ
完
全
に
失
わ
れ
て

い
た
。
そ
う
い
っ
た
な
か
で
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
あ
て
促
進
電
報
の

効
果
は
と
う
ぜ
ん
疑
問
で
あ
っ
た
の
と
ま
っ
た
く
対
照
的
に
、
ロ
ー

ズ
の
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ソ
あ
て
急
送
尊
簡
は
、
僻
地
に
駐
屯
す
る
ロ
ー
ズ

の
分
身
に
決
定
的
な
加
速
度
的
効
果
を
あ
た
え
た
。
す
な
わ
ち
、
ジ
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エ
イ
ム
ソ
ゾ
は
程
な
く
「
か
れ
ら
〔
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
指
導
部
〕
が

創
業
を
開
始
し
な
い
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
独
自
の
創
業
を
敢
行
す
る
」

と
の
電
報
（
二
七
日
発
）
を
ロ
ー
ズ
に
寄
せ
た
。
こ
れ
は
、
腰
の
争
い

現
地
指
導
部
に
先
制
し
て
侵
入
を
開
始
し
、
現
地
指
導
部
の
蜂
起
に

拍
車
を
か
け
よ
う
、
と
い
う
賭
で
、
　
「
帝
国
建
設
者
」
の
栄
誉
を
賭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

け
た
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
二
、
三
日
間
の
ジ
ェ
イ
ム
ソ

ソ
は
、
現
地
指
導
部
の
蜂
起
延
期
の
決
定
（
二
六
日
）
に
伴
う
い
っ
さ

い
の
急
報
や
警
告
を
無
視
し
て
、
こ
の
賭
に
踏
み
切
り
、
そ
れ
が
一

二
月
二
九
臼
深
夜
の
越
境
侵
入
開
始
と
な
る
。

　
こ
う
し
て
蜂
起
に
先
立
つ
独
断
的
な
不
法
侵
入
の
開
始
に
よ
っ
て
、

共
和
国
政
府
に
た
い
す
る
帝
国
植
民
省
の
干
渉
の
口
実
は
、
そ
の
い

っ
さ
い
が
失
わ
れ
る
。
そ
の
間
の
経
過
は
、
即
時
決
行
を
う
な
が
し
て

か
ら
の
植
民
省
の
次
元
に
密
着
し
て
追
跡
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
を
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
私
邸
で
す
ご
し
た
植
民
柏
チ
ェ
ン

バ
レ
ン
は
、
そ
れ
ま
で
植
民
相
管
轄
事
項
に
は
二
軍
し
な
か
っ
た
首

相
兼
外
相
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
あ
て
に
、
＝
一
月
工
六
画
面
な
っ
て
は
じ

め
て
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ル
問
題
最
初
の
報
告
書
簡
を
送
っ
た
。
す
な

わ
ち
「
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
で
ば
蜂
起
が
さ
し
迫
っ
て
お
り
、
二
、
三
β

中
に
起
き
る
で
あ
ろ
う
と
の
内
密
の
通
報
を
、
わ
た
く
し
は
受
け
と

っ
て
お
り
ま
す
。
…
…
そ
し
て
、
サ
ー
・
ハ
ー
キ
嵩
り
ー
ズ
・
ロ
ビ
ン
ソ

ン
〔
高
等
弁
務
官
〕
と
手
紙
で
桐
臥
し
た
の
ち
、
わ
た
く
し
は
緊
急
の

さ
い
の
活
動
法
に
つ
い
て
か
れ
に
秘
密
の
訓
令
を
与
え
ま
し
た
」
と
。

　
植
民
相
の
報
告
書
簡
は
、
蜂
起
情
報
の
た
ん
な
る
報
告
に
お
わ
ら

ず
、
た
だ
ち
に
ひ
き
つ
づ
き
、
こ
の
蜂
起
を
利
用
す
る
た
め
の
軍
喜

干
渉
の
準
備
に
つ
い
て
、
既
成
事
実
を
首
相
に
押
し
つ
け
る
よ
う
な

文
面
と
な
る
。
　
「
…
…
陸
軍
省
は
、
ボ
ン
ベ
イ
か
ら
一
個
連
隊
と
バ

ル
バ
ド
ス
〔
西
イ
ン
ド
諸
島
〕
か
ら
一
個
連
隊
の
計
二
個
連
隊
〔
を

の
せ
た
輸
送
船
〕
を
、
ケ
イ
プ
に
一
月
中
句
に
は
寄
港
さ
せ
る
手
配

を
す
ま
せ
て
お
り
ま
す
。
反
乱
勃
発
は
今
月
末
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
む
ろ
ん
わ
れ
わ
れ
は
ケ
イ
プ
に
通
常
の
守
備
隊
を
も

ち
、
ロ
ー
ズ
は
べ
チ
ュ
ア
ナ
ラ
ソ
ド
警
官
隊
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

た
だ
今
で
は
、
わ
れ
わ
れ
が
い
ま
ま
で
扇
動
し
た
こ
と
も
な
い
事
件

の
今
後
の
な
り
ゆ
き
を
見
ま
も
る
ほ
か
に
、
な
す
べ
き
こ
と
は
残
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
も
し
蜂
起
が
成
功
す
れ
ば
、
事
態
は
わ
れ
わ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

有
利
に
転
回
す
る
に
き
ま
っ
て
お
り
ま
す
」
。
　
詳
細
は
首
相
に
さ
え

も
隠
さ
れ
た
ご
く
簡
単
な
こ
の
報
告
で
素
描
さ
れ
た
計
画
が
、
蜂

起
・
侵
入
・
干
渉
の
順
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
今
は
た
だ

現
地
の
蜂
起
決
行
を
待
つ
だ
け
、
と
い
う
楽
観
的
報
告
で
あ
る
。
’
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と
こ
ろ
が
、
植
民
相
が
こ
の
報
告
欝
簡
を
か
い
た
翌
二
七
日
、
在

ケ
イ
プ
タ
ウ
ン
勅
許
状
会
社
書
記
官
ハ
リ
ス
か
ら
「
万
事
は
一
月
六

日
以
後
ま
で
延
期
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
準
備
を
整
え
た
が
、
ヨ
ハ

ネ
ス
ブ
ル
ク
に
分
裂
が
あ
る
」
と
の
重
大
な
「
テ
レ
モ
ン
ズ
」
あ
て

電
報
が
は
い
る
。
変
名
「
テ
レ
モ
ン
ズ
」
は
、
ロ
ン
ド
ン
『
タ
イ
ム

ズ
』
紙
の
専
務
取
締
役
モ
ー
バ
リ
・
ベ
ル
と
植
艮
地
鼠
係
心
当
の
婦

人
記
者
フ
ロ
ー
ラ
・
シ
ョ
ー
と
の
電
報
名
で
あ
っ
て
、
情
勢
の
重
大

な
急
変
を
告
げ
る
こ
の
第
一
報
は
、
当
時
植
民
省
に
頻
繁
に
出
入
り

し
て
い
た
フ
ロ
ー
ラ
・
シ
ョ
ー
に
よ
っ
て
、
早
速
箆
鷺
省
に
、
し
た

が
っ
て
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
邸
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
燭
け
ら
れ
た
、
と
見

　
　
　
　
　
　
　
③

て
さ
し
つ
か
え
な
い
。

　
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
さ
ら
に
翌
二
八
鍵
、
植
民
次
官
補
フ
ェ
ア
フ

ィ
ー
ル
ド
か
ら
の
い
っ
そ
う
詳
細
な
報
告
書
簡
を
う
け
と
る
。
　
「
ケ

イ
プ
タ
ウ
ン
の
ロ
ー
ズ
た
ち
は
、
明
ら
か
に
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
の
事

情
を
考
慮
し
な
い
で
、
い
い
か
げ
ん
の
判
断
を
し
て
き
た
よ
う
で
あ

り
ま
す
」
と
。
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ザ
磐
簡
の
こ
の
尊
き
出
し
は
、
報

告
ず
み
の
ハ
リ
ス
発
「
テ
レ
モ
ソ
ズ
」
あ
て
の
第
一
報
を
補
足
し
た

説
明
で
あ
る
。
そ
し
て
露
出
鉱
脈
金
山
会
社
資
本
家
ア
ル
ビ
ュ
の
蜂

「
起
反
対
演
説
を
引
用
し
て
、
現
地
金
山
資
本
塚
の
分
裂
を
報
告
し
允

の
ち
、
書
簡
は
つ
ぎ
の
と
お
り
い
っ
そ
う
重
大
な
情
報
を
伝
え
る
。

　
す
な
わ
ち
「
…
…
昨
夜
、
わ
た
く
し
は
勅
許
状
会
社
弁
護
士
ホ
ー

ク
ス
リ
に
会
い
ま
し
た
が
、
ホ
ー
ク
ス
リ
は
、
革
命
の
『
立
ち
消
え
』

に
つ
い
て
、
シ
テ
ィ
〔
ロ
ン
ド
ン
金
融
界
〕
で
友
人
と
い
っ
し
ょ
に

さ
ん
ざ
ん
ひ
や
か
さ
れ
た
話
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
　
（
ホ
ー
ク
ス
リ

は
、
　
ロ
ー
ズ
を
よ
く
は
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
）
、
　
ロ
ー
ズ
が
の
ぼ

せ
あ
が
っ
て
途
方
も
な
い
こ
と
を
し
で
か
す
か
も
し
れ
な
い
、
ロ
ー

ズ
は
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
博
土
に
命
じ
て
会
社
警
官
隊
と
と
も
に
ガ
ベ
ロ

ン
ズ
〔
じ
つ
は
ピ
ツ
ァ
ニ
〕
か
ら
〔
共
和
園
に
〕
　
『
は
い
り
込
』
ま

せ
、
革
命
を
あ
や
つ
ろ
う
と
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
ホ
ー
ク
ス
リ

は
そ
う
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ば
か
げ
た

こ
と
だ
と
、
今
し
が
た
こ
こ
〔
無
謬
省
〕
に
お
り
ま
し
た
マ
グ
ワ
イ

ア
は
述
べ
て
お
り
ま
す
。
…
…
会
社
警
官
隊
が
、
か
り
に
も
不
法
国

境
侵
犯
を
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
勅
許
状
第
工
二
条
違
反
と
な
り
ま

し
ょ
う
か
ら
、
貴
下
は
、
勅
許
状
第
八
条
に
て
ら
し
て
そ
れ
を
中
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

さ
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
、
痛
感
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
」
。

　
こ
の
植
民
次
官
補
報
告
に
お
い
て
第
一
義
的
に
重
要
な
点
は
、
蜂

起
が
延
期
さ
れ
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
警
官
隊
が
単
独

で
侵
入
す
る
最
悪
の
常
吉
に
か
ん
す
る
情
報
の
報
告
で
あ
る
。
ジ
エ
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イ
ム
ソ
ン
の
「
わ
れ
わ
れ
独
自
の
会
社
創
業
を
敢
行
す
る
」
と
の
ロ

ー
ズ
あ
て
電
報
の
危
険
な
意
味
は
、
こ
の
文
面
に
う
か
が
わ
れ
る
と

お
り
、
ロ
ン
ド
ン
の
勅
許
状
会
社
関
係
老
の
聞
に
も
す
で
に
あ
る
程

度
ま
で
伝
わ
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
　
ま
ず
第
一
に
現

地
で
蜂
起
が
決
行
さ
れ
な
け
れ
ば
、
侵
入
も
、
干
渉
も
、
正
当
化
の

根
拠
の
い
っ
さ
い
が
失
わ
れ
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
じ
し
ん
が
警
戒
し
た

「
立
往
生
の
大
失
敗
」
（
フ
ィ
ァ
ス
コ
ー
）
と
な
る
。
背
後
か
ら
決
行

を
う
な
が
し
た
チ
ェ
ン
。
ハ
レ
ソ
に
と
っ
て
、
意
外
な
錯
誤
の
結
果
が

生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
早
速
首
相
あ
て
に
簡
単
な
次
の
報
告
を
か
も

（一

�
雌
�
纉
冝
j
。
　
「
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
…
ル
の
事
件
は
立
ち
消
え
に
な

り
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ロ
…
ズ
は
、
今
ま
で
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル

ク
資
本
家
の
感
情
を
二
二
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
で
は
、
ク
リ

ュ
ー
ヘ
ル
が
若
干
の
譲
歩
を
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
ば
あ
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

事
件
は
間
も
な
く
と
も
か
く
も
終
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
」
。

書
き
出
し
は
、
あ
き
ら
か
に
植
民
次
官
補
の
報
告
書
簡
に
も
と
づ
い

て
お
り
、
背
後
か
ら
決
行
を
う
な
が
し
た
植
民
相
の
錯
誤
は
、
公
式

の
責
任
を
持
た
さ
れ
た
ロ
ー
ズ
の
誤
算
と
し
て
し
る
さ
れ
る
。
そ
の

う
え
、
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ソ
単
独
侵
入
の
危
歪
な
情
報
に
つ
い
て
は
、
酋

相
あ
て
こ
の
報
告
は
な
ん
の
暗
示
も
与
え
ず
、
か
え
っ
て
そ
れ
を
隠

す
楽
観
的
な
結
び
で
お
わ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
植
民
省
に
た
い
し
て
は
別
の

緊
急
指
令
を
与
え
て
お
り
、
そ
れ
を
う
け
て
植
民
省
か
ら
ケ
イ
プ
タ

ウ
ソ
の
高
等
弁
務
官
あ
て
に
二
九
碍
夕
刻
に
発
信
さ
れ
た
極
秘
の
訓

令
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ど
独
断
侵
入
情
報
へ
の
緊
急
対
策
を
最
重
要
の

内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
と
わ
る
ま
で
も
な
い
。
訓

令
文
は
以
下
の
と
お
り
で
、
引
用
に
あ
た
り
〈
…
…
〉
で
か
こ
ん
だ

部
分
は
、
事
件
後
の
一
八
九
六
年
『
青
書
』
（
議
会
公
衷
文
書
）
に
お

い
て
削
…
除
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
ガ
ー
ヴ
ィ
ソ
の
引
用
文
で
も
省
略
さ

れ
た
部
分
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
「
〈
お
そ
ら
く
μ
ー
ズ
が
現
地
に
お
け
る
意
見
の
釣
り
合

い
を
誤
断
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
で
は
立
往
生
の

、
大
失
敗
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
〉
あ
り
そ
う
だ
と
は
思
え
な
い
が
、

側
聞
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
　
〈
ロ
ー
ズ
と
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
と
は
〉
勅
許

状
会
社
在
職
中
の
〈
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ソ
か
、
ほ
か
の
〉
何
者
か
に
、
警

官
隊
と
と
も
に
ベ
チ
ュ
ア
ナ
ラ
ン
ド
保
護
領
か
ら
前
進
さ
せ
て
、
ヨ

ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
の
事
態
を
危
機
に
お
と
し
い
れ
る
〈
べ
く
、
懸
命
に

努
め
る
か
も
し
れ
な
い
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
り
に
も
そ
の
よ
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う
な
行
動
が
と
ら
れ
る
な
ら
ば
、
勅
許
状
の
第
二
二
条
と
第
八
条
を

考
慮
し
て
、
わ
た
く
し
〔
植
民
相
〕
は
受
身
の
立
場
に
と
ど
ま
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
必
要
が
な
い
な
ら
と
も
か
く
、
必
要

が
あ
る
な
ら
ば
、
ロ
ー
ズ
に
こ
れ
ら
の
条
項
を
想
起
さ
せ
、
ロ
ー
ズ

は
わ
た
く
し
の
支
持
を
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と
、
貴
下
の
考
え
と
し

て
ロ
1
ズ
に
告
げ
、
　
〈
か
り
に
わ
た
く
し
が
こ
の
策
動
を
拒
絶
す
る

べ
き
で
あ
る
な
ら
、
ロ
ー
ズ
の
陰
謀
か
ら
〉
今
後
当
然
に
お
き
る
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

果
を
〔
ロ
ー
ズ
に
〕
指
摘
さ
れ
た
い
」
。

　
訓
令
文
中
の
植
民
省
連
累
の
疑
惑
を
持
た
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
個

断
は
、
注
意
ぶ
か
く
削
除
さ
れ
て
公
表
さ
れ
た
と
は
い
え
、
こ
の
訓

令
の
要
点
は
、
首
相
に
も
隠
さ
れ
た
独
断
侵
入
の
危
険
な
可
能
性
に

た
い
す
る
緊
急
の
禁
止
措
置
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
、
ジ
ェ
イ
ム

ソ
ン
警
官
隊
が
越
境
侵
入
を
開
始
し
た
の
は
、
コ
一
月
二
九
日
深
更

で
あ
っ
た
の
で
、
ロ
ン
ド
ン
同
日
夕
刻
打
電
の
高
等
弁
務
官
あ
て
訓

令
は
間
に
合
わ
な
い
。
実
際
に
侵
入
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
の
高
等
弁

務
官
の
報
告
は
、
三
〇
日
夕
刻
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
私
邸
の
チ
ェ
ン
バ

レ
ン
の
も
と
に
と
ど
く
。
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
「
こ
れ
〔
侵
入
〕
が
成

功
す
れ
ば
、
わ
た
し
は
破
減
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
わ
た
し
は
こ
れ

を
粉
砕
す
る
た
め
に
ロ
ソ
ド
ソ
へ
行
こ
う
」
と
家
族
に
話
し
、
夜
行

列
車
で
ロ
ソ
ド
ソ
へ
と
い
そ
い
だ
、

　
翌
朝
植
民
省
に
は
い
っ
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
た
だ
ち
に
ク
リ
ュ

ー
ヘ
ル
大
統
領
あ
て
に
遺
憾
の
意
を
表
明
す
る
電
報
を
打
ち
、
高
等

弁
務
官
に
は
ロ
ー
ズ
に
「
不
法
侵
入
」
を
銘
記
さ
せ
る
訓
令
を
与
え
、

酋
桐
に
は
つ
ぎ
の
報
告
を
か
き
送
っ
た
。
　
「
こ
れ
は
隠
れ
も
な
い
不

法
侵
犯
行
為
で
あ
り
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ル
の
現
状
に
お
い
て
見
る

か
ぎ
り
、
こ
の
行
為
を
正
当
化
す
る
根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
侵

　
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
う
　
　
ち
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
セ
　
　
へ
　
　
し
　
　
も
　
　
も
　
　
ち
　
　
も
　
　
ら
　
　
も

入
が
、
か
り
に
も
わ
れ
わ
れ
に
支
持
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
わ
れ

わ
れ
が
ま
ず
友
邦
に
革
命
を
起
こ
す
こ
と
を
く
わ
だ
て
、
そ
れ
に
失

敗
す
る
と
、
そ
れ
か
ら
は
侵
略
行
為
を
是
認
し
、
わ
れ
わ
れ
じ
し
ん

の
苦
情
が
な
い
の
に
イ
ギ
リ
ス
軍
を
投
入
し
た
と
い
う
ド
イ
ツ
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

他
列
強
に
よ
る
非
難
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
よ
う
…
…
」
。

引
用
老
傍
点
部
分
の
条
件
節
は
、
背
後
か
ら
の
関
与
と
介
入
が
な
お

首
相
に
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
瞭
然
と
あ
ら
わ
す
。
と
は
い
え
、
蜂

起
に
先
立
つ
単
独
不
法
侵
入
に
よ
っ
て
干
渉
の
根
拠
い
っ
さ
い
が
失
」

わ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
報
告
の
説
明
で
十
分
以
上
で
あ
る
。

　
蜂
．
起
に
先
立
っ
て
先
制
単
独
の
不
法
侵
入
が
開
始
さ
れ
、
干
渉
を

正
当
化
す
る
口
実
が
失
わ
れ
た
こ
と
は
、
以
上
の
経
過
か
ら
見
て
、

蜂
起
決
行
を
う
な
が
し
た
植
民
相
の
錯
誤
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
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帝国植民雀とジェイムソソ侵入購件（甫川）

「
む
ろ
ん
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
実
際
に
突
発
し
た
と
お
り
の
侵
入

事
件
に
は
掛
か
り
合
い
を
持
た
な
か
っ
た
」
と
、
　
『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

大
学
イ
ギ
リ
ス
帝
國
史
』
第
三
巻
（
一
九
五
九
年
刊
）
の
共
著
者
は
い

⑧う
。
こ
れ
は
蜂
起
と
侵
入
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
共
謀
を
峻
別
し
分

離
す
る
作
為
の
線
上
に
あ
る
立
言
で
あ
ろ
う
。
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
現

地
指
導
部
動
揺
の
情
報
は
、
　
「
新
年
ま
で
は
訳
出
・
も
起
き
な
い
か
も

し
れ
な
い
」
と
い
う
予
測
と
し
て
、
す
で
に
一
二
月
一
六
B
に
植
民

省
に
伝
え
ら
れ
て
い
煽
の
だ
か
ら
・
こ
の
現
地
動
揺
の
情
報
姦
視

し
て
ま
で
の
背
後
か
ら
の
介
入
が
裏
目
に
出
た
こ
と
は
、
結
果
が
植

民
相
の
予
想
と
垂
心
図
を
裏
切
っ
た
錯
誤
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
共
謀

連
累
を
否
定
す
る
根
拠
に
は
な
ら
な
い
。

①
冒
碧
く
窪
α
三
二
。
。
押
曇
ミ
■
も
や
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。
。
。
。
・

②
　
8
い
．
O
窪
く
一
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ミ
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③
H
㊦
弓
く
撃
g
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弓
。
9
§
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帖
二
や
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。
ρ

④
冒
U
■
○
鎚
三
p
魯
』
嘗
℃
．
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。
ド

⑤
ミ
茶
山
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為
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■

⑥
い
ω
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崔
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9
ω
る
》
ミ
‘
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．
O
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⑦
旨
い
9
Ω
…
霞
く
旦
豊
ミ
こ
娼
・
8
・

⑧
§
馬
O
§
§
、
ミ
鷺
題
§
遂
＆
§
専
ミ
恥
神
穿
も
ミ
層

や
。
。
q
。
。
．

⑨
い
野
O
碧
£
p
。
賢
ミ
こ
℃
・
刈
ρ

●

〈
o
一
．
葺
（
一
巡
り
）
「

む
　
　
す
　
　
び

　
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ソ
侵
入
事
件
は
、
金
山
二
大
深
層
鉱
脈
独
占
会
社
の

所
有
者
と
幹
部
社
員
と
が
首
謀
者
と
な
っ
て
企
画
し
た
、
蜂
起
と
侵

入
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
成
る
謀
議
に
由
来
す
る
。
現
地
の
謀
議
を
知

っ
た
植
民
相
チ
ェ
ソ
。
ハ
レ
ソ
は
、
現
地
の
陰
謀
を
帝
国
政
府
の
ト
ロ

イ
の
木
馬
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
、
覆
面
し
て
念
入
り
に
遮
蔽
さ

れ
た
背
後
か
ら
、
越
境
侵
入
の
跳
躍
台
を
提
供
し
た
ば
か
り
で
は
な

い
。
さ
ら
に
ふ
か
く
謀
議
に
介
入
し
、
蜂
起
延
期
に
反
対
し
て
早
急

な
決
行
を
う
な
が
す
指
示
さ
え
も
与
え
た
。
結
果
は
あ
っ
け
な
い
錯

誤
と
失
敗
に
お
わ
っ
た
と
は
い
え
、
p
ソ
ド
ン
の
帝
国
植
罠
省
が
引

き
金
ま
で
も
性
急
に
引
い
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。

　
「
他
国
の
独
立
主
権
と
領
土
の
不
可
侵
性
と
を
尊
重
し
よ
う
と
努

め
る
こ
と
が
、
国
家
の
第
一
義
的
な
義
務
で
あ
る
。
そ
の
い
ず
れ
か

が
攻
撃
を
受
け
れ
ば
、
戦
争
を
意
味
し
」
、
　
こ
の
侵
犯
を
教
唆
し
扇

動
す
る
者
が
あ
れ
ば
、
何
人
と
い
え
ど
も
そ
れ
自
身
が
「
主
犯
者
」

で
あ
る
と
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
裁
判
に
お
け
る
、
主
席
判
事
の
判
決

文
の
見
解
で
あ
っ
た
（
一
八
九
六
年
七
月
）
。
そ
れ
に
反
し
て
、
植
民
相

は
共
謀
連
累
の
証
拠
の
一
切
を
隠
蔽
す
る
こ
と
に
、
政
治
的
に
完
全

169　（169）



な
成
功
を
お
さ
め
る
。

　
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ン
警
官
隊
が
越
境
侵
入
を
開
始
し
て
か
ら
四
日
め
に

降
伏
し
た
そ
の
直
後
に
、
ド
イ
ツ
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ニ
世
が
共
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

国
大
統
領
ク
リ
ュ
ー
ヘ
ル
あ
て
に
祝
電
を
送
り
、
大
統
領
は
出
家
を

も
っ
て
そ
れ
に
こ
た
え
る
。
外
交
史
上
著
名
な
ク
リ
ュ
ー
ヘ
ル
あ
て

祝
電
事
件
が
そ
れ
で
、
た
ち
ま
ち
『
タ
イ
ム
ズ
』
を
は
じ
め
ロ
ン
ド

ン
の
諸
新
聞
は
激
昂
し
た
干
魚
論
説
を
か
か
げ
、
ソ
…
ル
ズ
ベ
リ
首

班
内
閣
の
閣
僚
の
多
く
が
ド
イ
ツ
政
府
の
反
英
敵
意
の
表
明
と
み
て

強
烈
な
衝
撃
を
受
け
た
ば
か
り
か
、
野
党
自
由
党
領
袖
の
受
け
た
印

象
も
ほ
ぼ
陶
様
で
あ
っ
た
。

　
ロ
ン
ド
ン
政
界
に
3
唱
い
て
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ソ
侵
入
鄭
．
件
の
愚
行

は
ク
リ
ュ
ー
ヘ
ル
あ
て
祝
電
薯
件
の
愚
行
に
よ
っ
て
帳
消
し
に
さ
れ

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
植
民
相
チ
ェ
ン
バ
レ
γ
の
政
治
的
立
場
は
、
か

え
っ
て
有
利
に
し
か
も
強
固
に
な
り
、
帝
国
議
会
査
闇
委
貴
会
の
証

言
聴
取
に
先
立
つ
連
累
証
拠
の
隠
蔽
工
作
も
容
易
と
な
る
。
査
問
委

員
会
議
長
を
つ
と
め
た
自
由
党
指
導
者
パ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
現
職
閣
僚

の
「
運
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
、
導
笑
無
根
の
暗
示
」
を
無
視
す
る
．

よ
う
に
勧
告
さ
れ
、
ロ
ー
ズ
弾
劾
に
重
点
を
お
き
、
植
民
省
連
累
の

賭
示
や
誹
誘
を
無
視
し
抹
殺
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
査
調
委
貫

会
の
審
議
を
主
宰
し
、
既
述
の
よ
う
な
結
論
を
公
表
し
た
の
で
あ
る
。

　
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
難
な
く
留
任
し
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
侵
入
黙

件
直
後
で
も
「
こ
の
事
件
が
事
態
を
危
機
の
頂
点
に
盛
り
あ
げ
て
係

争
中
の
諸
問
題
を
い
っ
き
ょ
に
解
決
に
持
ち
こ
む
こ
と
も
可
能
だ
と

思
う
」
と
述
べ
、
　
か
え
っ
て
公
然
と
、
共
和
国
に
た
い
す
る
高
圧

的
・
挑
発
的
な
政
策
を
つ
づ
け
る
。
そ
し
て
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
の
動

揺
す
る
イ
ギ
リ
ス
系
エ
イ
ト
ラ
ン
ダ
ー
を
再
編
し
操
縦
し
て
危
機
を

盛
り
あ
げ
、
共
和
国
政
府
を
戦
争
瀬
戸
際
の
窮
地
に
ま
で
追
い
つ
め

て
い
っ
た
者
は
、
植
民
省
連
累
の
証
拠
を
隠
蔽
す
る
工
作
を
完
了
し

た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
よ
っ
て
、
植
民
地
行
政
手
腕
を
見
込
ま
れ
て
高

等
弁
、
務
官
に
任
命
さ
れ
た
ミ
ル
ナ
ー
で
あ
っ
た
。
ジ
ェ
イ
ム
ソ
ソ
侵

入
購
件
は
南
ア
フ
リ
カ
戦
争
の
前
奏
曲
で
あ
っ
た
。

①
中
山
治
　
「
ト
ラ
ソ
ス
ヴ
ァ
ー
ル
危
機
の
前
後
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
対
英
政
策
」

　
大
阪
市
立
大
学
『
人
文
研
究
購
九
巻
一
一
号
（
一
九
五
八
年
）
。
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Archilochos－A　poet　in　the　Age　of

　　　Greek　Colonial　Expansion

by

Kenzo　Fgjinawa

　　The　archaeological　evidence　fof　early　Greece　in　general　has　in　the

past　generation　so　・much　grown，　that　we　calt　now　get　at　least　a　glimme－

ring　of　the　social　and　material　conditions　of　the　Lyric　Age　of　Greecei

Especial！y　for　Archilochos　important　materials　have　been　’discoV’ered

’after　the　end　of　the　・Second　World　War　：　the　ArchilocheioB・　inscriptioiis

on　the　island　of　Paros，　and　．the　Glaukos　monument　in　the　Agora　of

Th．　asos．　．　These．new　materials　have　brQught　al）out　funda；pental　changes

in　the　interpretation　of　Archilochos．　n’The　poet　who　had　usually　been

branded　as　an　oti’tlaw　or　2t　least　a　soldier　of　fortune．．　is　now　called　a

“Polisdichter”　（M．　Kontoleon）．　．　4
　　1n　this　paper　the　author　examines　views　on　Archi！ochos　in　this　cen－

tury　and　tries　to　interpret　afresh　his　thought　and　his　attitude　to　society．

In　spite　of　his　conspicuous　self－centredness，　which　the　author　explains

as　a　sort　of　existentia！ism，　Archilochos　seems　to　have　a　sense　of　public

duty　hidden　somewhere　iip　his　sbul．　The　both－sided　nature　of　Archilochos

is　explained　as　an　outcome　of　the　complicated　social　conditionS　of　Greece

du蜘g．the　co玉onial　expansion．　We　might　say　that　the　vigorous　spirit

of　the　’colonizing　“　politai　”　found　expression　in　the　poetry　of　Archilochos．

The　British　Colonial　Office　and　the　Jameson　Raid

by

Sy6hachiro　lchikawa

　　This　paper，．　suggested　by　studies　of　Jean　van　der　Poel　and　Ethel　Drus，

draws　attention　to　the　complicity　of　the　British　Colonlal　Office　in　the

・Jameson　Raid　（1895／96）．　The　original　eonspirators　of　the　Raid　were

皿embers　of・　the　two　big　deep．level　companies　in　Witwatersrand　gold

mines，　the　Transvaal．　Then，　Joseph　Chamberlain　intervened　in　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（lf6）



conspiracy．　Firstly，　he　transfetred　the　border　zene　of　Bechuanaland　andl

the　police　force　to　the　Char．tered’　Company，　after　kpowing　the　truet

purpose　of　Cecil　Rhodes．・　’Se60ndly，　he　transferred　it，　intending’tb　make．

the・Transvaal　a　British　colony．　Thirdly，　he　gave　Rhodes　advice　to　the：

date　of　rising．　．　After　the　Raid，　he，　with　the　Committee．　of　lnquiry，，

covered　the　complicity　of　the　Colonial・　OMce，　and　contined　provocatiVe：

．policies　against　the．　Transvaa！．’　The　Raid　was　a　prelude　to　the　South’一．

African．・　War．

（175）




